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はじめに  
IBMは1981年に I BM PCをもってパソコン市場に新規参入し、生産が間に合わないほどの劇

的な成功を収め、現在のデスクトップ・パソコンのドミナント・デザインの形成に大きな寄与をなし

た。現在出荷されているパソコンのほとんどは IBM PCの流れを汲む IBM 「互換」機である。そし

て初期の輝かしい成功と比較すれば著しく低いものとなっているとは言え、現在の世界パソコン

市場における IBMのシェアはいまだデル、HPに次ぐ第３位に位置しており、 IBMは 2003年の１

年間だけで世界全体では約860万台ものパソコンを出荷している 1。  

IBM PCは、その参入時における劇的成功、および、現在主流のパソコンのいわば祖型に当

たるものであるにも関わらず、一般にその技術的評価はあまり高くはない。  

例えばイノベーションに関するドミナント・デザイン論で有名なアッターバックは、その代表的

著作『イノベーション  ダイナミックス』の中で「ほとんどの専門家はＩＢＭ  ＰＣは技術的には飛躍

的な前進ではない ( no  b reak th rough  techno lo g i c a l  b reak th rough )と評価しているが、このよ

うな評価に関係なく、 IBM  PCは瞬く間に業務用市場の30％を押さえてしまった。・・・技術的に

みれば必ずしも十分ではなかったにもかかわらず、 I BM製品はパソコン産業を普遍的なものとし

て確立させてしまった。」 (アッターバック『イノベーション  ダイナミックス』有斐閣 , p 38 )とか、「 I B

M PCは市場に対してほとんどブレークスルーとなる技術をもたらさなかったが、現在ではそれら

の価値がユーザーに証明されている、よく知られた諸要素を一緒にしたものであった。」である。
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そのように I BMが成功を収めることができた原因に関してよく見られる見解の一つに、「 I BMと

いうブランド力によって成功した」というものがある。その見解によれば、「 IBM  PCは技術的には

平凡なマシンであったにも関わらず、大型コンピュータ（メインフレーム）市場において I BMがそ

れまでに築き上げてきたブランド力によってパソコン市場でも成功した」というのである 3。  

 確かに大型コンピュータ市場でつちかわれた I BMのブランド力が成功の度合いを大きくした要

因の一つであることは間違いない。しかしながら、ブランド力のなかったMITSやApp leの成功、

ブランド力のあったHewl e t t -Packa rdやXe roxの失敗 4などの事例が明確に示しているように、

パソコン市場における成功や失敗の最も規定的な要因は、ブランド力ではなく、その技術的競争

力や価格競争力、および、それらのバランス（コスト・パフォーマンス）にある。  

実際、 I BM PCもハードウェアとソフトウェアを組み合わせたシステム製品としての総合的性能

という視点から見た場合、パソコンとして初めて 16ビットCPUを採用した製品であるとともに、そ

の１６ビットCPUに対応したOSや応用ソフトが出荷時から用意されていた製品であったという意

味において、それの発表当時としては総合的な技術的性能が高いマシンであった。しかも比較

的手頃な価格であったから、コスト・パフォーマンス的にも優れたマシンであった。  

またパソコンという製品は、絶えざる技術革新が追求され性能向上のスピードが速いという技

術的特徴を持っている一方で、高度な情報処理機械としてその機器の操作習熟にかなりの学習

コストを要求するし、蓄積したデジタル情報の継続的活用や操作に習熟したソフトウェアの継続

的利用を考慮するとパソコンのプラットフォームを変更しにくいという特性がある。そのため、ある

パソコン製品の技術的性能の評価に際しては、その製品のある特定時点における技術的性能と

ともに、その製品機種が属するパソコン・アーキテクチュアが技術的プラットフォームとして将来

的にどの程度まで技術的性能の向上が期待できるのかという視点からも技術的評価がなされる
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ことになる。そうした視点から言えば I BM PCは、16ビットCPUを採用したことによってサポート可

能な主記憶容量が８ビットＣＰＵに比べて「飛躍」的に増大したこと、多数の空きスロットを備えて

おり将来的な機能拡張の余地が大きいことなど技術的プラットフォームとしての将来的発展可能

性を考慮した技術設計が最初からなされていた、という意味でも技術的に優れた製品であった。  

本稿では、こうした複合的＝総体的視点から I BM PCという製品に関わるパソコン技術の技術

分析を行い、 IBM  PCがどのような技術戦略の下に開発されたのかを解明する。そしてそれと同

時に、 I BM PCに関する技術戦略の分析を通じて、 1970年代後半から1980年代初頭というパソ

コン市場形成期におけるパソコン関連企業の技術戦略を技術形成史的な視点から明確にするこ

とにしたい。  

 

1．IBM PC登場以前のパソコン市場  

(1)商業的に成功した世界最初のパーソナル・コンピュータ  --- MITSの

Alta ir8800 
1975年１月に、 "Popu la r  E lec t ron ic s”という雑誌の表紙を飾ったMITS (Mic ro  I ns t rumen t

at i on  and  Te l emet ry  S ys tem s )のA lt a i r 8800 5は、「商業的に成功した世界最初のパーソナ

ル・コンピュータ」と称される場合もあるが、標準装備ではキーボードもモニターもソフトも付属し

ないなどその機能はまったく不十分なものであった。販売開始当初はAl ta i r8800上で動作する

プログラミング言語がそもそも存在せず（もちろんのことながらアプリケーション・ソフトは存在せ

ず）、マシン語で命令を入力するしかなかった。しかも標準装備では、パネル・スイッチのオン・

オフ ( o n/o f f )でCPUに直接に命令を伝えるしかなかったのである。  

そのようにパソコンという商品としての完成度が低い製品であったにも関わらず、そしてまたま

ったく無名の会社による通信販売であったにも関わらず、キットで439ドル、組み立て済み完成

品で621ドルという低価格に設定できた 6こともあり、最初の二、三週間で 4千人からの注文があっ

たと言われている 7。ただしMITSの生産体制に問題があったことや、P roce sso r Techno log yの

So lや IMSA Iの IMSA I8080などの「互換」機が登場したことなどもあり、 1975年中に実際に販売

できたのは約 5千台に止まった 8。しかしそれでも当初の数百台という売り上げ見込みからすれば、

かなりの商業的成功であった。大型コンピュータであれば数百万ドル、ミニコンでも数万ドルとい

う価格の時代に、性能がかなり低いとは言え、ハード本体だけであれば数百ドルで個人がコンピ

ュータを所有できるということはマニアたちに大いに受けたのである。  

しかしAlta i r8 800がその後も人気を保ち、 1976年には増設メモリカードなどの周辺機器やMi

cro so f t製BAS ICなどのソフトも含めたMITSの売り上げが約1300万ドルになるとともに、Al ta i r

シリーズが最終的に約５万台も出荷されるほどにまでなったのは、A lta i r8 800が単に低価格で

あったためだけではない。  

A l t a i r8 800と同様な低価格キットとしては、インテル製CPU8008を使用したSCELB I-8HがS

ce lb i  ( SCi ent i f i c ,  ELec t ro n ic  and  B I o l og ic a l )  Compute r  Con su l t ing  Co.  から1974年３

月に565ドルで発売されている。またその年の7月には、インテル製CPU8008を使用したMark -

8プロジェクトが『Rad i o  E l ec t ron ic s』誌の表紙を飾っている。しかしどちらもあまり売れなかった。

Mark -8プロジェクトは、価格5ドルの組み立て説明書は約7500部売れたが、インテル製CPU80

history_of_Altair.htm
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08（価格120ドル）を取り付けるための回路基盤（価格47. 5ドル）は約400セットしか売れなかっ

た 9。またSc e l b i  Compu te r  Con su l t i ng  Co .はSCELBI-8Hの後継機種としてビジネス市場を

ターゲットとしたSce lb i- 8Bを1975年に販売したが２００台しか売れなかった 1 0。  

A l t a i r8 800が、それ以前のこうしたマイコン・キットと異なり、かなりの成功を収めた背景には、

パーソナル・コンピュータ・システムの技術的構成への対応がより優れたマシンであったというこ

とがある。すなわち以下で論じるように、A lt a i r8 800が商業的に成功した背景的要因として、後

のApp le I Iや I BM PCにも共通する一群の技術的要素  - ---  技術的規格のオープン化、拡張

スロットによる機能拡張可能性、キラーソフトなど  ----  の存在があったと考えることができる。  

 

パーソナル・コンピュータ・システムの一構成要素としての Alta ir8800  

パーソナル・コンピュータ・システムは、全体的に見ると図１に示したような技術的構成を持っ

ている。そうしたパーソナル・コンピュータ・システムという視点から見れば、Al ta i r8800という製

品は、それ単体で独立して機能する製品ではなく、システムの一部を構成する要素的製品に過

ぎない。Al ta i r8800という製品は、インテルのマイクロプロセッサー 8080に周辺回路、拡張スロ

ット、電源などを組み合わせたハードウェアとして、図１に示したパーソナル・コンピュータ・シス

テムの技術的構成の中では真中下部の網掛け部分［演算処理装置のハードウェア部分］に対応

するものである。  

しかしながら「演算処理装置のハードウェア」は、それを動かすための「ソフトウェア」の他にも、

演算処理の対象となるデータを取り込むための「入力装置（広義）」、および、演算処理装置によ

る演算結果としてのデータを出力する「出力装置」という二つの技術的構成要素と結合すること

図１  パーソナル・コンピュータ・システム  

入力装置  
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で初めてその本来的機能を現実的に果たすことができる。  

プログラムによる情報処理を快適かつ効率的に実現するためには、「外部記憶装置」や「増設

メモリ」などの技術的要素も必要とするし、さらにまたさらに進んで、ある特定の目的や処理のた

めだけでなく、様々な目的や処理に利用可能とするためには、様々な種類の「入力装置」・「出

力装置」・「外部記憶装置」などと結合可能なようにするためのハードウェア的仕掛けを必要とす

る。そうしたハードウェア的仕掛けがA lt a i r 8800における拡張スロットおよびバス規格S-100で

あった。  

したがってA lta i r8 800という商品を購入した消費者がコンピュータとしての本来的機能を利用

しようとすれば、必然的にパーソナル・コンピュータ・システムの他の要素  ---  「入力装置」「出

力装置」「ソフトウェア」「インターフェース・ボード（インターフェース・カード）」「外部記憶装置」

に対応する製品を同時に購入せざるを得なかった。そうしてはじめて、製品としてのパーソナル・

コンピュータ・システムを完成させることができ、実際に有用なマシンとして利用可能になったの

である。  

パーソナル・コンピュータ・システムを構成する中核的ハードウェア部分であるA lta i r8 800など

を、本論文中でも一般的慣用にならってパーソナル・コンピュータと呼んでいるが、これは誤解を

招きやすい表現である。確かにAlt a i r 8800という製品は、パーソナル・コンピュータ・システムを

構成する中核的ハードウェアではあるが、それだけではパーソナル・コンピュータとしての機能を

何ら果たすことができない不完全な製品である。  

 

また「演算処理装置としてのコンピュータ」は、ハードウェアとソフトウェアの二つによって構成

されている。ハードウェアを効率的に利用するためには、ハードウェアと対をなすソフトウェアが

相対的に独立した存在として存在する必要があった。  

標準装備の初期Al ta i r8800のように、ユーザーがパネル・スイッチのon/o f fによってマシン語

でプログラムをそのつど手動で入力するのではその用途は限定されたものとなり、一部の熱狂的

なマニア層を越えて広く使えるようにはならない。パソコンが広く普及するためには、紙テープな

り、フロッピー・ディスクなりで、事前にあらかじめ作成されたプログラムを「自動」的に読み込むこ

とができるようになっている必要があった。また、ソフトウェアが紙テープやフロッピー・ディスクな

どといった物理的媒体（外部記憶）として相対的に独立した存在となることによって初めて、ソフ

トウェア開発に関する歴史的蓄積とそれに基づく発展、および、ソフトウェアの販売・流通が可能

となったのである。  

A l t a i r8 800がパーソナル・コンピュータの先駆的存在として商業的に成功した技術的要因と

しては、「初期のパソコンがハードウェアとしてはまだまだ未成熟なものでありさまざまなオプショ

ンによる機能拡張によって初めて使いものになるようなものであった」ということ、「システムとして

のパソコンは様々な目的や用途に使用可能な汎用的機械であるが、多くの人々はある特定の目

的に限定して使うのであるから、ハードウェアとしてのパソコンそれ自体は最低限の機能さえ保

持していればよく、後は拡張スロットなどによって将来的な機能拡張が可能な構造になっていれ

ばよい」ということ、「パソコン関連技術のように激しい技術革新が絶えず生じている分野では、

パソコンの技術的評価に際して、標準装備による現在の性能とともに、技術革新によって近い将

来に期待される周辺機器の機能向上や価格低下によるメリットをどの程度まで享受できるのかと

いう潜在的性能も含めて評価する必要がある」ということ、「システムとしてのパソコンはソフトウェ
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アとハードウェアという二つの技術的要素から構成されるものであり、ソフトウェアがなければハ

ードウェアは機能しない。しかしハンダゴテなどを使いながらハードウェアを組み立てることので

きる能力とソフトウェアを作る能力をともに兼ね備えた人間の数はごく少数に限られる。そのため、

キット的性格を有したA lt a i r 8800のようなパソコンに関しては利用可能なソフトウェアの有無が極

めて重要である」ということなどが挙げられる。  

 

公開標準規格に基づく多数の拡張スロット - - - -高いハードウェア的機能拡張性  

 標準装備のAlt a i r 8800は極めて貧弱な機能しか有してはいないが、拡張スロットに様々な拡

張カードを指すことで機能拡張ができた。この点でAlt a i r8 800はそれ以前のマイコン・キットとは

かなり性格を異にしていた。  

初期のAl ta i r8800は図１のように、標準では 4本の拡張スロットしか装備してはいなかったが、

ケーブル接続でさらに何本かの拡張スロットを増設できるようになっていた。また 1976年10月の

Alt a i r8 800a以降の機種は標準で18本もの拡張スロットを備えるようになった 1 1。  

A l t a i r8 800は高度なマニア向けとして、最初

の設計段階から拡張カードによる機能拡張や性

能向上が可能なように設計されていたのである。

例えば、 I EEE Compute r  Soc ie t yが発行して

いる『Com put er』誌の１９７５年２月号に掲載さ

れたMITSの広告 1 2では、「手頃な価格のコンピ

ュータの時代 ( t he  age  o f  t he  a f f o rdab l e  com

pute r ) 」というタイトルの下に、拡張カードを利

用して接続できる周辺機器として、「フロッピー・

ディスク・システム」、「CRT」、「浮動小数点演

算用コプロセッサー」、「［割り込みを要求してい

る入力装置を識別するための］ベクトル化された

割り込み制御装置」、「PROM(P rog rammab l e  

Re a d  Onl y  Me m ory )」 ､｢DMA（Di re c t  Me m o

ry  A c c e s s）制御装置｣などを同社で現在開発

中である、と記されている。  

 

なお、拡張スロットのコネクタのピン数が100本であったことから、この拡張スロットのバス規格

はS-100という名称で呼ばれていた。A lta i r8 800のヒットの後に登場したマシンの多くがこうした

S-100規格の拡張スロットを装備したことから、このバス規格はデファクト・スタンダードとなり、さ

らに最終的には IEEEが定める正式の規格 ( IEEE696)として追加認定された。  

パソコン分野のように技術革新が激しく進む分野では、公開された規格に基づく拡張スロット

によるこうした機能拡張性の確保は極めて重要であった。それにより個人が購入したパーソナ

ル・コンピュータの性能向上や機能拡張が可能になるとともに、 S-100バス規格に基づく様々な

拡張カードや周辺機器が、MITSだけでなく数多くのサードパーティから発売されるようになった。

公開された安定的規格に基づく将来的な機能拡張可能性の存在によって、将来的な技術革新

を育み受けとめるハードウェア的プラットフォームとしてのAlt a i r 8800が多くの人々に受け入れら

図２  A l t a i r 8 800の内部の写真  
［出典］ ” C o m p u t e r  C l o s e t  C o l l e c t i o n ”  

h t t p : / / w w w . g e o c i t i e s . c o m / ~ c o m p c l o s e t /  

M I T S _ A l t a i r _ 8 8 0 0 _ 3 4 I n t e r i o r . j p g  
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れたのである。  

 

利用可能な既成ソフトウェアの存在、および、紙テープという外部記憶装置によるソフト

ウェアの普及  - - -  ハードウェアのマニア  VS ソフトウェアのマニア  

Alt a i r8 800の技術的優位性の一つには、BAS ICというプログラミング言語が動いたということ

がある。ただしA lta i r8 800は標準ではたったの256バイト（256キロバイトではない！）のRAMし

か搭載されていなかったので、BAS ICを動かすにはメモリ増設が必要であった。しかも最初は R

AM価格が高かったこともあり、その増設用のメモリの大きさもたったの4KBと限定されたものであ

った。  

Pau l  A l l en  と  B i l l  G ate sは1974年12月から4KBのメイン・メモリのAlt a i r 8800で動作するよ

うにBASIC言語をうまくスケールダウンして移植する作業に取りかかるにあたってA lta i r8 800の

実機を入手することができなかったので、Gate sがその当時在籍していたハーバード大学のコン

ピュータ・センターにあったDECのミニコンPDP -10上で8080をエミュレートし、約８週間後の 19

75年2月にはひとまず完成させた。 2月下旬にはAl l enがアルバカーキにあったMITSでデモに

成功した。その後、Al le nは勤めていたHoneywe l lをやめ、MITSのソフトウェア部長になった（も

っともソフトウェア部門にはAl len一人しかいなかった）。  

1975年7月22日には8080用BASICに関してMITSと正式に契約をおこなった。その契約内容

は、BAS ICのライセンス供与にともなう使用料として 3,000ドルを受け取るとともに、MITSによっ

てライセンスされるBASIC１本ごとに規定の金額（4KBメモリ用バージョン１本につき30ドル、 8K

Bメモリ用バージョン１本につき 35ドル、12KBメモリや16KBメモリなどのマシン用の拡張バージョ

ン1本につき60ドル）を受け取るというものであった 1 3。  

A l t a i r8 800でプログラミングを可能とするBAS IC言語は、その当時の一般的な外部記憶装置

である紙テープを通じて数多くのマニアたちの間に瞬く間に広まり、マイクロプロセッサーを使っ

たコンピュータにおける事実上の標準的なプログラミング言語となった。そうした普及の背景には、

Micro so f tのBASICがマニアの間で大量に「不正」コピーされた 1 4ことがあった。多くの人々の間

でコピーが広まることで、1970年代末から1980年代初頭にかけての時期にMicro so f tのBASIC

がプログラム開発言語としてデファクト・スタンダードとなったのである 1 5。  

 なお1975年後半には、フロッピー・ディスク版のBASIC（D isk  BAS IC）が開発された。フロ

ッピー・ディスクのサポートという機能拡張により、それ以前の紙テープに記録されたプログラム

を読み込む方式よりも大量のデータをより素早く読み書きできるようになった。  

 

(2)1970年代後半における米パソコン市場の急激な成長  
1970 年代中頃における米パソコン市場の規模と将来的成長性に対する見通し  

 M ITSのA lt a i r8 800が1年間に100万ドルの売り上げを記録するなどかなり売れたとは言っても、

1970年代中頃のパソコン市場は IBMのような極めて大きな会社から見れば、相対的にはかなり

マイナーな市場でしかなかった。 I BMの1975年の総収入は約144億ドル、純益でさえ約 20億ド

ル 1 6という巨大な規模であったから、 IBMにとって1975年当時のパソコン市場はまったく小さな

市場にしか過ぎなかった。   

しかも1970年代中頃の時点ではパソコン市場が現在のように大きくなるとは、歴史上最初のマ

イクロプロセッサー 4004を開発した I n te lの共同設立者であり最高経営幹部でもあったG.E.Moo
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reも予測してはいなかった。実際、1975年にTed Hof f ,  Ju st in  Rat t ne r , Sta n  Mazo r,Te r ry  

Opdendykといった４人の In te lの有力な技術者たちがMoo reに対して8080を利用したパソコン

の提案をおこなったにも関わらず、Moo reはその提案を採用しなかった 1 7。Mooreはその時のこ

とを回想して、「 In te lは、開発したＭＰＵの普及にも力を入れた。電卓用からエレベーターや信

号の制御用として需要は拡大していたが、さらに有望な用途を探していた。七〇年代半ばだった

か、今で言うパソコン向けとして使えるのではというアイデアを、ある社員が持ってきたこともあっ

た」のであるが、「このころ、すでに簡単なホームコンピューターが出回り始めていたが、パソコン

時代の到来など思いも寄らなかった」 1 8のでその提案を却下した、と述べている。  

 

米パソコン市場の中心的性格の変化  

 ---- 「ハード中心のブーム」から、「ハードとソフトの協調によるブーム」へ 

 Moo reは上記のように語ってはいるが、後知恵的に言えば、A lta i r8 800の登場を契機とした1

970年代後半以降のパーソナル・コンピュータ・ブームは、マニアを中心とした「商業」的成功と

は言え、それ以前のマイコン・キット・ブームとは性格的に質を異にする点があった。それは、そ

れ以前のPCブームが「ハード中心のブーム」に過ぎなかったのに対して、今度のパーソナル・コ

ンピュータ・ブームはCPUの性能向上とメモリの相対的な価格低下、Mic roso f tによるCPU8080

上へのプログラミング言語BAS ICの移植などを背景として「ハードとソフトの協調によるブーム」

へと性格を変えていたということである。  

そして1970年代後半になり、BASICなどのプログラミング言語だけでなく、CP/Mといった標

準的OSの登場、および、そのＯＳ上で動くVi s iCa lcなど高い人気を博すことになるビジネス用ア

プリケーション・ソフトの登場によって、パーソナル・コンピュータ・ブームの技術的性格の変化は

決定的なものとなった。OSやアプリケーション・ソフトの登場により、一握りの先進的マニアだけ

でなく、パソコンの使用そのものが目的ではなく仕事の効率化や高度化目的としている普通の

人々でも様々な作業でパソコンを次第に利用できるようになった。すなわち、V is iCa lcマシンと

してのApp le I Iへのビジネスマンの人気に見られるように、1970年代後半からパソコンは単なる

「マニアの趣味のための機械」から「ビジネス用マシン」へとその性格を変え始めたのである。人

気を博したアプリケーション・ソフトとしては、V is iCa lc以外にも、ワープロソフトのWordSt a rが１

９７8年に、データベースソフトのdBa se I Iが1981年に出荷されている。  

こうして1981年には、米国で出荷されたパソコンの内で、家庭用と教育用がともに約１０％を

占めるに過ぎず、残りの約８０％がビジネス用であったと推定される 1 9ほどにまでなったのである。

こうして1981年頃には、MITSのAl ta i r8800の初期およびその前後のマニアを対象とした「マイ

コン・キットの時代」は終わりを告げ、多くの人々にビジネス用の商品としてパソコンが認知される

ようになっていた。  

 

Apple の AppleI I、Commodore の PET、Tandy の TRS-8 0 の成功  

 パソコンのこうした性格変化を背景として、アメリカのPC市場は 1970年代後半に大きな飛躍を

遂げることになった。 1977年には、App leのApp le I I ( 1977. 4 )、  Comm odo reのPET2001 2 0 (Pe r

sona l  E lec t ron ic  T ran sac to r , 1977. 7 )、TandyのTRS-80 Mode l  I 2 1 (Tandy -Rad io  Shack  

Z-80 Comput e r ,1 977 .8 )が発売された。  

これらのマシンのヒットにより、パソコン市場はさらに拡大し、1977年には１年間に4万8000台
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が出荷された、と推定されている。パソコン市場の拡大は1970年代後半にさらに進み、1979年

に18万台、1980年に29万台、1981年に70万台というように急激な拡張の一途をたどった。  

 

App l e I Iがビジネス向け市場で成功をおさめた技術的要因  

- --高度の拡張可能性、オープン・アーキテクチュア、

FDDのサポート、表計算ソフトV is iC a l c -- -  

次に、これら３機種の内でビジネスマン向けに

特に好評であったApp le I Iに焦点を当てながら、

なぜApp le I Iが他機種の２倍以上の価格であった

にも関わらずビジネスマン向けに好評を博したの

かということについてそのマシンの技術的構成の

視点から分析していくことにしたい。（App le I Iが人

気を博していたことは、 IBM  PCの開発プロジェク

ト・チームのリーダーであったP.D .Est r idg eが、自

宅にApp le I Iを持ち、遊び道具として使っていたと

いうエピソード 2 2に象徴的に示されている。）  

 App le I Iの販売台数は、1978年会計年度 ( 1977

年10月～1978年9月 )に7600台、1979年会計年

度 ( 1978年10月～1979年9月 )に35 ,100台、1980年会計年度 ( 1979年10月～1980年9月 )に78 ,

100台、1981年会計年度 ( 1 980年10月～1981年9月 )に18万台近くと順調な伸びを示し 2 3、198

1年8月には累計販売台数が30万台を超えるまでになった。  

その結果としてApp l eの年間売上高も、会社発足時の1977年の88万ドルから順調に増大し、

1999年には4 ,800万ドルに、そして1980年には約1 .4億ドルにまで急成長した。さらに1982年

にはパーソナル・コンピュータのメーカーとして年間売上高 10億ドルを初めて超える業績を挙げ

ている。  

App le I Iのこうしたヒットに寄与した技術的要素はいくつかあるが、A lta i r8 800と共通する点と

しては、①「拡張スロットが８個もあったというほどの拡張性の高さ」や、②「オープン・アーキテク

チュアであったこと」などがある。  

ただしApp le I Iの拡張スロットの数に関して開発の段階では、Ste ve  Wozn i akが「コンピュータ

本来の多目的性の確保のために数多くの拡張スロットを備えるべきだ」と主張したのに対して、 S

teve  J ob sが「拡張スロットはプリンターとモデムのための 2本だけでよい」と主張し、争いになっ

たと言われている 2 4。  

結果としてWozn i ak  の主張が採用され8本の拡張スロットを備えたことにより、App le I Iは競合

機種よりも技術的に絶対的な優位性を持つことができた。TRS-80やPETはApp le I Iのような機

能拡張性を持っていなかったため 2 5、内蔵メイン・メモリを拡張することができず、表計算ソフトV i

s iCa lcを利用することができなかったのである 2 6。後述するようにこのことはApp l e I Iにとって極め

て重要なことであった。  

また、Z i logのZ80という8080互換CPUを用いたMic ro so f t製の拡張カードを差すことで、App

le I I本来のCPU6502に代わってZ80が動作するようになり、その当時の８ビットCPUパソコンに

おけるデファクト・スタンダードのOSであったCP/M80をApp le I Iで動作させ、8080系CPUを搭

0
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図３  App le I Iの販売台数  
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載したS-100マシン上で動いていた様々なアプリケーション・ソフトをApp le I I上で動かすことが

できたのも、App le I Iのこうした拡張性の高さによるものであった。  

App le I Iがそのアーキテクチュアをオープンにしたのは、CPUとしてMOS Tec hno l ogyの650

2を使っていたことも関係している。このＣＰＵは当時の主流のCPU8080とは互換性のないCPU

であった。そのため8080用に開発されたソフトウェアはそのままでは動かなかった。それゆえＣＰ

Ｕとして8080を使用しているマシンに対抗して、App le I I上で動くソフトウェアをより多く確保する

ためには、ソフトを開発しやすいようにそのアーキテクチュアをオープンにする必要があったので

ある。  

App le I Iが他のマシンと技術的に差別化を図ることができ、パソコンとして独自の技術的発展

をたどることができた技術的背景には、App le I Iが他のマシンと異なり、①「フロッピー・ディスク・

ドライブを低価格で提供できた」ということや、②「表計算ソフトVi s iCa lcがしばらくの間App le I I

上でしか動かなかった」という独自の技術的要素を有していたということがある。  

App le I Iも、もちろん発売開始当初はカセットテープを利用するしかなかったが、カセットテー

プによるプログラムやファイルの読み込みや書き込みの速度は極めて遅かった。フロッピー・ディ

スク・ドライブはカセットテープと比べてかなり速かったので、 1978年7月にはフロッピー・ディス

ク・ドライブが595ドル [発売前に予約していた場合は495ドル ]で発売された。  

フロッピー・ディスク・ドライブのサポートを主張したのは、当時App l eの会長であったMike  Ma

rku laである。Marku laは彼自身、カセットテープがあまりにも遅すぎるので困っていた。彼は小

切手帳の管理用にお気に入りのプログラムを持っていたが、プログラムを読み込むだけで２分間、

そしてチェックすべきファイルを読み込むのにさらに２分間もかかった 2 7。Marku l aは、 I n te lで主

に財務関係の仕事をしていた関係から、「会計処理をおこなった結果の財務データを［カセット

テープではなく］フロッピー・ディスクに保存できれば、App le I Iを中小企業のオーナーたちに売

ることができる」と考えたのである 2 8。  

 ただし、フロッピー・ディスクドライブを内蔵したパソコンそれ自体は、すでに1975年に IMS A s

soc ia t e s ,  Incから IMSAI8080として発売されており、App le I Iが最初だったわけではない。A lt a

i r8800の互換機である IMSA I8080 (1975)は２基の８インチ・フロッピー・ディスク・ドライブをす

でに内蔵していた。 IMSAI8080も好評を博し、 1975年12月の発売開始から1979年９月までの

間に総計で約１万７千台を越える販売台数があったと言われている 2 9が、App le I Iほどヒットした

わけではなかった。  

App le I Iと IMSA I8080のこうした差異をもたらした決定的要因はそれらのマシン上でどのような

アプリケーション・ソフトが動いたのかということである。他のマシンに対するApp le I Iの強みは、V

is iCa lcという世界最初の表計算ソフトが発売後最初の１年間はApp le I I上でしか動かなかったこ

とにある。前述したように、App le I Iの競合機種であるTandyのTRS-80や  CommodoreのPET

は、その機能拡張性に関する制限のために、V i s iCa lcを動かすの十分なメモリを装備できなか

ったのである。  

Job sは、Vi s iCa lcという表計算ソフトの登場が「App le Ｉ Ｉにとって最大の出来事だったと思い

ます」 3 0と語っている。実際、その当時、150ドル程度の価格のV is iCa lcというソフトを使いたい

がために、その 10倍以上の価格のApp le I Iを買っていったビジネスマンが何千人もいた、と言わ

れている。そうしたことからApp l e I Iは、V i s iCa lcマシンと呼ばれることもあったほどである。Woz

n i akによれば、V i s iCa lcが登場して以後、App l e I Iの売り上げの 90%がスモール・ビジネス向け
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のものになり、App le I Iがもともとターゲットとしていたhome  hobby市場向けはたったの10％に

過ぎなくなってしまっていた 3 1。  

 

(3)1981年当時のパソコン市場  
1981 年当時の米国パソコン市場・・・出荷台数 70 万台、売上金額 10 億ドル  

 Commodo reがPETの後継機種として1981年1月に発表したThe Commodo re  V IC -20は、3

00ドルでカラーグラフィックスが取り扱えるパソコンとして人気を博し、最盛時には一日に 9,000

台の生産を記録するなどヒットし、最終的に１００万台の販売台数を記録した最初のパソコンとな

った。そして1982年にはその総販売額が3億5百万ドルにまで達した。  

 アメリカでは1981年に1980年より３倍も多い 70万台のパソコンが出荷され、売り上げが１０億ド

ル以上に達したと推定されている 3 2。また市場シェアは、Tandyが約35％、App leが30％強、Co

mmodo reが20％、Ata r iが5％前後、NECとシャープの両社合計で約5％と推定されている。  

 

1981年における世界のパソコン市場の推定シェア  - - -  A pp leがトップ  

 1981年における世界のパソコン市場の推定シェアは、  下表のように、米パソコン市場とは順位

が異なり、App leがトップで 23%のシェア、次いでTandy,  Commodo reの順になっていた 3 3。日

本のパソコン市場は、アメリカの数分の一の規模であったが1979年度頃より徐々に立ち上がりは

じめ、1981年にはNECのPC8001シリーズが大ヒットしたこともあり、日本のパソコンメーカーNE

Cが世界市場においても I BMよりも上位のベスト５に入っている。  

 

図4  1981年の世界のパソコン市場シェア (推定値 )  

 

  

 

会社名  シェア  

A p p l e  2 3%  

T an dy  1 6%  

Com mod or e  1 0%  

NEC  7 %  

He w l e t t- P ack ar d  6 %  

その他  3 8%  
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2．IBMのパソコン市場参入時の戦略  --- IBMはパソコン市場

参入の遅れの不利をどのように克服しようとしたのか？  

(1) IBMのパソコン開発前史  --- IBMにおける「パソコン」的製品開発の

試み  
パソコン市場は上記に見てきたよう

に1970年代後半期に急激に成長を

遂げた。 IBMのパソコン市場への参

入は1981年の IBM PCによって行わ

れたのであるが、それまで IBMはパソ

コン開発に関連してまったく手を打た

なかったわけではない。1981年の IB

M PC以前にも「パソコン」的な製品

開発の試みはすでに何度か実施さ

れていた。  

 例えば、Gene ra l  Sy st ems  D iv i s i

on  (GSD )  が担当した1973年のSC

AMP(Spec i a l  Compu te r ,  APL Ma

ch in e  Po rt ab le )  プロジェクトでは、

約半年間でプロトタイプの開発にこぎつけている。そのプロトタイプのマシンでは、ＡＰＬ (A  c o

mpute r  P rog ramm ing  L anguage )というインタープリター型（対話型）のプログラミング言語が

動いた。   

このプロジェクトの成果に基づいてさらに開発が進められ、 1975年9月には、 IBM  5100 P o rt

ab le  Compute rが発表された。そのマシンは、PALM (Put  A l l  L og ic  i n  M ic rocod e )と呼ば

れる IBM製のCPUを搭載するとともに、APLおよびBAS ICという二つのプログラミング言語を利

用できた。当時はそれと同等の能力を持つコンピュータの重量が約 500kgもあったことから、この

マシンの名称にはPo rt ab leという単語が使われてはいるが、その重量は約 23kgもあり、現代的

な基準ではPo rta b l eとはとても言えるものではなかった。  

またその販売価格は表１に示

したように、搭載メモリ量 ( 16K, 32

K,48K, 64K )および搭載言語に

よって異なるが、$8,975  ～$19,

975というミニコンレベルまたはそ

れに近い価格帯であった。こうし

た意味において、 I BM 5100 Po r

tab le  Com put erは一般的な意

味においてパソコンと呼べるもの

ではなかった。  

 IBM 5100シリーズはその後、 IBM5110(1978年１月発表、２月出荷開始 ) 3 4、 IBM5120(1980

表１  IBM 5100 Po r t ab l e  Comput erの価格表  

搭載  

メモリ量  

BAS IC言語  

のみ搭載  

APL言語  

のみ搭載  

両言語  

搭載  

1 6KB $8,975  $9 ,9 75  $10, 975  

32KB $11, 975  $12, 975  $13, 975  

48KB $14, 975  $15, 975  $16, 975  

64KB $17, 975  $18, 975  $19, 975  
 

図５  IBM 5100  Por ta b l e  Comput er  
[出典 ]  h t t p : / / w w w - 1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / c a t a l o g  

/ i t e m d e t a i l _ 5 9 . h t m l  
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年2月、価格は$9 ,340～$23, 990 ) 3 5というように引き続き開発が進められた。  

なお IBM  PCと深い関わりを持つパソコン的製品としては、 IBM  sy stem/23 Dat ama st er (19

81年7月に販売開始 )がある。 IBM  PC開発チームの中のB i l l  L owe ,  P .D.Sydne s,La r r y  Ro ja

s ,Lew is  Eg geb rechtなどかなりの人数がそのマシンの開発に関わっていたのである。 I BM sy s

tem/23 Datam as te rは、 sma l l  bu s in es s向けの手頃な価格のコンピュータとして1978年2月に

開発が開始された。Dat ama ste rは、 IBM製の８インチFDDを採用し、 I BM製のOSやアプリケー

ション・ソフトで動くマシンであり、文字コードに当時のパソコンで主流のASCI Iコードではなく、 I

BMの大型コンピュータで採用されていたEBCDICコードを採用するなど IBMの世界に閉じたシ

ステムであった。  

このマシンは、最初に開発したBASIC言語を I BM Syst em/34のBAS IC言語に合わせるため

の手直し作業に１年近くの時間を取るなど、他の従来の IBMマシンとの間での互換性確保のた

めの作業のために余計な時間がかかったため、販売価格は、FDD、HDD、プリンターなしで330

0ドル、FDDとプリンター付きで  9 830ドルと、それまでの IBMのマシンに比べれば比較的低価格

であったが、 IBM PCの販売開始にともない、ほんの２，３ヶ月で時代遅れのマシンとなってしま

った。  

 

 

(2)サードパーティの活用とオープン・アーキテクチュア方式による短期

間での開発  
上記のプロジェクトは、パソコン開発という視点から評価すれば結果的に失敗に終わった。市

場で販売できるような商品としてのパソコンを、社内製造を基本として開発することには成功しな

かったのである。  

ＩＢＭ  PC以前のパソコン的製品開発の「失敗」の一方で、前述したようにパソコン市場は急速

な拡大を続けるとともに、パソコン市場が次第にビジネス分野にまで拡張し始めていた。またパソ

コン用ＣＰＵに関する技術革新が進み、1978年には16ビットCPUが登場していた。  

 

I BU方式での短期間（1年間）での商品開発  

こうした状況の中、 I BMは急速に発展しつつあるパソコン市場に早く参入する必要に迫られて

いた 3 6。このままではミニコン市場と同じく、パソコン市場でも出遅れたままになる可能性が強ま

ってきたのである。  

そのため I BMは1980年7月頃から、パソコン市場へ本格的に参入するためのプロジェクトを立

ち上げるための準備に入った。その当時の IBM会長フランク・ケアリーの証言によれば、「1980

年の6月か7月頃、・・・改めてApp leに負けない製品を作るためのプランを立てるよう部下たちに

要請した」 3 7のである。  

IBMの最高意志決定機関の企業経営委員会 (Co rpor ate  Management  Comm it te e )で最終

的には1980年8月6日にパソコンの開発事業計画が承認されたが、その際に商品開発から製品

の発表まで1年間の猶予しか与えられなかった。そのため従来的な研究開発体制ではなく、 I BU

（ In dependent  Bus in e ss  Un i t ,独立事業部）によるプロジェクト方式で商品開発がすすめられ

ることになった。   

history_note01.htm#Cary%20
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PCの主要部品および周辺機器の外部調達（アウトソーシング）  

開発期間が１年間という短期間に限定されたため、ＣＰＵやＯＳといったパソコンにとっての基

幹的構成要素を新規に一から開発するのでは時間が不足することになり、自社ですべてを調達

するというＩBMのそれまでの伝統的なやり方を貫くことは困難であった。  

  またそうした時間的制約とともに、販売単価が極めて高く長期的視点から研究開発が進めら

れる大型コンピュータ事業を中心的な事業としているという IBMの社内特性に起因する制約もあ

った。新製品の部品や周辺機器を内部調達したとすると、他社から外部調達した場合と比較して

コスト的に割に合わないものとならざるを得なかったし、パソコン市場のように技術変化や価格変

化の素早い市場への対応という面でも困難が予想されたのである。  

実際、 I BM PCの開発チームは、 IBM Sy stem /23 Datam a ste rやミニコン「Se r ie s1」など先

行の開発プロジェクトにおける自らの経験に基づき、ハードもソフトも自前で開発することが開発

期間の長期化や製品の高価格化につながるという問題を認識していた 3 8。  

そのため I BM PCは、数多くの既存の市販製品を利用する方向で開発が進められた。主要な

自社製品は、BIOSとキーボードとPCケースだけであったと言われている。例えば、回路基盤 (P r

in t ed  c i rcu i t  boa rd )はSCI ( Spac e  Cra f t e r  I nc . )から、ディスクドライブ装置はTandonから、

ＰＣ電源はZen i t hから、プリンターは日本のエプソンから供給を受けた。そしてまた、そうした周

辺的機器に止まらず、パソコンの中核的技術要素に関しても、OSをMicro so f tから、CPUを In te

lからというように外部調達をおこなった。  

 

 

オープン・アーキテクチュア戦略  

また IBMは、パソコン市場に遅れて参入したこともあり、 I BM-PCに関しては回路図やB IOSの

ソース・コードなど様々な技術情報や仕様を別売りの技術マニュアルで公開するというオープン・

アーキテクチュア戦略を取った。こうしたオープン戦略は、 IBM  PCに先行する商業的に成功し

た先行パソコンのAlt a i r 8800やApp le I Iでも取られた戦略であった。  

IBMがMITSやApp leと同様にこうしたオープン・アーキテクチュア戦略を取ったのは、自社で

ソフトや周辺機器の開発を進めても時間的に間に合うかどうかが問題だったためではない。他社

から外部調達するにしても、アーキテクチュアを一般的に公開する必要はない。そうしなくても外

部調達は可能であった。  

IBM PCの開発チームはもっと別な理由からオープン・アーキテクチュア戦略を進めたのであ

る。理由の第一は、 IBM PCの開発プロジェクト・チームのリーダーであったEst r idgeが1982年

に受けたインタビューの中で「われわれは、極めて幅広いソフトウェアを取りそろえることが IBM 

PCを普及させるための主要な要素の一つであろうと考えていた。たった一社で数多くのソフトウ

ェアを製作することはできない。もし仮に可能であったとしても、そのためには極めて長い時間が

かかるであろう。それゆえわれわれは外部のソフトウェア制作者や会社に参加してもらうようにす

る必要があった。」 3 9と答えていることに端的に示されているように、 IBMもMITSやApp leと同じく、

市場でのシェア獲得のため、自社製のパソコンに対応した数多くの多種多様なソフトウェアが速

やかにサードパーティより開発されることを望んだためである。  

この点に関しては後年になり、W.C.Loweも「パソコンでは、ソフトウェアはいろいろな人がか
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ってに書き、勝手に販売する。・・・・・・すべてを IBMがコントロ－ルするような考え方は通用しま

せん。そこが大型コンピュータとまったく異なる点でした。成功するためにはApp leのパソコン用

ソフトウェアよりも数多く、しかも多種多様なソフトウェアを IBMパソコンのために書いてもらわな

ければならないと思っていました。」 4 0というように同趣旨のことを述べている。  

 理由の第二は、単に数量的な問題だけでなく、自社で開発を進めても市販の製品よりも優れた

製品が作れるとは限らないということにあった。ハードウェアの普及にはキラーソフトの存在が大

きい 4 1が、 IBM PCの開発チームは、Est r idgeが先のインタビューで答えているように、Mic ro so

f tのプログラミング言語BAS ICやV is iCo rpの表計算ソフトV i s iCa lcを超えるような優れたソフトウ

ェアを自社で開発できるとは考えていなかった。  

実際に歴史的結果としても、 IBM PCのその後の普及にもApp le I Iの場合と同じように他社製

の表計算ソフトが大きく関わっている。 IBM PC向けには、App le I Iから移植されたV i s iCa lc以外

にも、Mic ro so f tが1982年夏にMult ip l anを発売しているが、特にヒットしたのが 1982年11月に

Lotu sから発売された表計算ソフト「Lot us  1-2-3」であった。Mu lt ip la nは、V i s iCa lc同様、 I B

M PC以外の様々なパソコン上でも動くことを前提に開発されていたが、Lotu s 1-2-3は、公開

されたアーキテクチュアに基づいて IBM PCのハードウェア構成に合わせて作り込まれたソフト

であった。すなわち、 IBM PC専用のソフトウェアであった。動作には多くのメモリを必要とはした

ものの、 I BM PCのハードウェア構成に合わせて作り込まれていたので、動作が圧倒的に高速で

あった。その結果として、V i s iCa lcを使いたいがためにApp le I Iを買う人が続出したのと同様に、

1983年末頃にはLotu s 1-2-3を使いたいがために IBM-PCを買うユーザーが続出したと言わ

れるほど、大ヒットした。   

このように I BMのブランド力が強かったこともあり、 I BMのオープン・アーキテクチュア戦略の結

果として、早くから数多くの会社が種々のソフトウェアやPC関連装置の開発に関与するようにな

り、結果として IBM PCの普及を促進する結果となった。  

 

B IOSのソース・コードの公開と著作権問題  - ---  クリーンルーム方式での互換B IOSの開発  

 M ic ro so f tからOSの著作権を買い取ることができなかった（あるいは、一説によるとD ig i t a l  Re

se arc hなどとの著作権トラブルの直接の当事者になることを恐れて買い取ろうとはしなかった）た

め、 I BMが自社のパソコンに対する互換機の登場を阻止するために残された有効な法的手段と

してはBIOS(Ba s ic  Input/Ou tpu t  S y stem )の著作権に基づく対抗措置ぐらいしかなかった 4 2。  

B IOSは、ROMの中に書き込まれたソフトウェアであり、コンピュータに接続されたフロッピー・

ディスクドライブやキーボードなどの周辺機器とパソコンとのデータのやり取りを制御する一群の

プログラムである。それゆえ、B IOSに関する権利は法律的には著作権で保護されることになる。  

IBMは、オープン戦略によりB IOSのソース・コードを公開はしたが、BIOSの著作権を放棄し

たわけではなかった。したがって、公開されたソース・コードそのまま用いることはもちろんのこと、

それらを参考にして互換BIOSを開発することも著作権法違反となる。  

またEPSONによるNECのPC9801互換機開発の事例にも示されているように、ソース・コード

の公開がなくてもリバース・エンジニアリングにより互換B IOSの開発は可能である。「 IBMがB IO

Sのソース・コードを公開したため著作権に触れない互換B IOSの開発が可能になった」という記

述が一般によく見られるが、これは不正確な表現である。  

なお、B IOSのソース・コードの公開の有無に関わらず、 I BMの著作権を侵害せずに互換B IO
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Sを開発するにはクリーンルーム方式での開発が必要とされた。すなわち、まず第一に、リバー

ス・エンジニアリングによってBIOSのソース・コードを取り出してそのコードの機能を解析し、次

に、そうした解析によって明らかになった諸機能を実現するプログラムを新たに一から創造する、

というようなプロセスでプログラム開発を進めることが必要とされたのである。  

うがった見方をすれば、 IBMはＩＢＭ  PCのB IOSを一般に公開することによって、自社の著作

権に触れずに互換B IOSを開発することを極めて困難にした、と考えることもできる。すなわち著

作権侵害を避けるためには IBMの公開されたソース・コードをまったく見たことがないと証明され

ているプログラマーだけで新規にB IOSを開発することが必要とされるのであるが、B IOSのソー

ス・コードが公開されたことにより、互換B IOSの開発者がそのソース・コードに触れたことがない

ということの証明は非常に困難になったのである。  

こうした状況の下、クリーンルーム方式での互換B IOSの開発には巨額な資金を必要とした。

例えば、Compaqは互換BIOSの開発費用として 100万ドルを使うとともに、 IBMからの訴訟に対

抗するために優秀な弁護士をたくさん雇用したと言われている。  

しかしながら I BMの予想をはるかに超えた I BM PCの大きな成功は、皮肉なことに、こうした巨

額な費用をかけて著作権問題をクリアした互換BIOSを開発することを可能にし、結果として IBM

互換機という新たな市場が大きく成長することになった。   
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3．IBM-PC 

I BM PCのスペック、および、拡張性の高さ  

IBM PC（The IBM Pe r sona l  Co

mpute r）は、インテル製の１６ビットCP

U8088（動作周波数4. 77MHz, 0 .3 3M

IPS）を使用し、標準で40KBのROM

を搭載していた。価格は、 16KBのRA

M・キーボード付きで1265ドル、 48 K

BのRAM ・キーボード・FDD１台付き

で2235ドル、64KBのRAM・FDD１

台・DOS付きの標準機で2, 665ドルで

あった。また大きさは、幅20インチ、奥

行き16インチ、高さ 5.5インチであり、

重量は、ディスクドライブなしで約 9.5

ｋｇ、ディスクドライブ１台付きで約 11.

3ｋｇであった 4 3。   

 

表２  IBM PCと競合機種の比較表 4 4  

 

IBM PCは、A lt a i r 8０800の18本というほど多くはないが、8本の拡張スロットを有していた。

キーボードとカセットテープを接続するためのインターフェイスは、マザー・ボード上に搭載され

ていたが、プリンター接続などのためのパラレル・ポート、フロッピー・ディスク、画面表示機能な

どは拡張スロットに拡張カードを挿すことではじめて利用可能になった。  

IBM PCがA lt a i r 8800やApp le I Iと同様に数多くの拡張スロットを有する技術的設計となって

機種名  年月  
CPU 

メイン・メモリ  

容量  

外部記憶  

装置  
ソフト  

最低価格  

( 1 9 8 1 . 1 0  

当時 )  名称  
動作  

周波数  

B i t

幅  

IBM -P C  1 9 8 1 . 1 0  
I nte l   

808 8  

4 . 7 7  

M H z  
16  

R A M  1 6 K B  

(最大  2 5 6 K B )  

R O M  4 0 K B  

1 6 0 K Bの  

5インチ F D D  

 2台  

P C - D O S  

C P / M - 8 6  

U S C D  P  

 
R O Mの中に  

M i c r o s o f t  

 B A S I C  

$ 1 , 5 6 5  

Ap pl e  I I  1 9 7 7 . 4  
M O S  T e c h n o l o g y  

M O S 6 5 0 2  

1  

M H z  
8  

R A M  1 6 K B  

R O M  1 2 K B  

( R A MとR O M  

合計最大 6 4 K B )  

1 4 0 K Bの  

5インチ F D D  

1台  

R O Mの中に  

A p p l e S o f t  

 B A S I C  

$ 1 , 3 3 0  

Ap pl e  I I I  
1 9 8 0 . 6  

発表  

S y n e r t e k  

M O S 6 5 0 2 A  

2  

M H z  
8  

R A M  1 2 8 K B  

(最大  2 5 6 K B )  

R O M  4 K  

1 4 3 K Bの  

5インチ F D D  

1台  

 $ 4 , 6 9 0  

X e r ox  
モデル  

820  
1 9 8 1 . 7  

Z i l og   
Z 80  

 8  
R A M  6 4 K B  

R O M  4 K B  

9 4 K B  の  

5インチ F D D 2台  

3 0 0 K Bの  

8インチ F D D 2台  

CP / M  

B A S I C  
$ 2 , 9 9 5  

図6 IBM-PC 

[出典 ] h t t p : / / w w w - 1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / c a t a l o g /  

i t e m d e t a i l _ 1 9 2 9 1 . h t m l  
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いたことが、オープン・アーキテクチュア戦略とあいまって数多くのサードパーティによる多種多

様な周辺機器の開発を促進したのである。   

  

I BM v s A pp le  

IBMがパソコン市場に参入した当時、App leは IBM  PCの市場競争力は低いと考えており、 IB

M PCがそれほど売れるとは考えてはいなかった。（もっとも、 I BMのマーケティング担当者による

販売予測台数も発売後５年間で 24万1683台というものであり、さほど大きなものではなかった。）

そう考えていたこと、および、 IBMという社会的に信用力のある会社がパソコン市場に参入してき

たことにより、App leがV i s iCa lcを搭載したApp leシリーズでターゲットとして想定しているビジネ

スマン向け市場がこれまで以上に拡大すると考えたこともあり、The Wal l  S t ree t  Jou rna l  に "

Welcome  IBM,  se r iou s ly . "というタイトルの１ページ全面広告を打ったほど、 IBMの市場参入

を歓迎した。  

 実際、 IBMが IBM PCを1981年10月に発売を開始した直後の四半期（ 1981年10～12月）のA

pp l eの売り上げは、前年同期（ 1980年10～12月）の6760万ドルに比べ98％増の１億3360万ド

ルという絶好調ぶりであった。App leは1982年になっても順調に売り上げを伸ばし、パーソナル・

コンピュータのメーカーとして初めて年間売上高10億ドルを超えるまでになった。そして1983年

3月には自社のパソコン通算１００万台目の出荷を記録している。  

その意味でパソコン市場の本格的な立ち上げを期待してApp leがWal l  St re e t  Jou rna lに歓

迎広告を掲載したことは、その時点においては決して的はずれなことではなかった。パソコン市

場への I BMの参入は、App leにとって短期的には決してマイナス要因ではなかったのである。  

 

I BM PCの売り上げ  

IBM PCは、App leの予想および IBM自身の予想をも超えて大ヒットした。1981年中に約2万5

千台を販売し、 1982年には 19万台、1983年には70万台を販売した 4 5。こうして5年間で約300

万台の販売台数を記録するまでになった。それにともない I BMのパソコンの売り上げは、 1981年

に4400万ドル、1982年に3億6400万ドル、1983年に15億ドル、1984年に40億ドル、1985年に

60億ドル、1986年に70億ドルというように急激に拡大していった 4 6。  



佐野正博「パソコン市場形成期におけるIBMの技術戦略」 

18  

4．なぜIBMはIBM PCに８ビットではなく16ビットのCPUを採用

したのか？  
 「16ビットCPUの採用」という方針が実質的に誰によっていつ頃に決定されたのかに関して、相

対立する二つの見解  - - --  「 I BMが最初から16ビットCPUの採用を考えていた」 4 7という見解と、

「Mic ro so f t社のBi l l  Ga te sが IBMに16ビットCPUを採用するように提言した」 4 8という見解  ---

-  がある。  

この点に関してB i l l  Gat esはさまざまな機会に、「 I BMから I BM PC用のBAS IC言語の開発に

関連してアプローチがあった時に、自分の方から IBMに16ビットCPUを採用するように提言し

た」のだと述べている。Gat e sの証言によれば、 I BMが最初に想定していたPCの技術的スペック

は、CPUはその当時主流であった8ビットCPUで、OSはCP/Mというものであった。これに対して

Gate sは、商品の技術的競争力向上のために、16ビットCPUを使うようにアドバイスし、その結果

として IBMが16ビットCPUを使ったマシンを発売することになった、というのである。  

こうしたGat esの見解に対する状況証拠としては、W . C.  Loweが1980年8月に I BMの企業経

営委員会にプレゼンテーションのために提示した IBM PCの最初のプロトタイプ機は、CPUにイ

ンテルの 8085を用いたS-100マシンにOSとしてCP／Mを載せたものであった、ということがある。  

 実際Ga te sは、1997年３月25日号の『PC Maga z i ne』に掲載されたインタビューの中で、PC 

Maga z i ne編集部が「 IBMの中には、Mic roso f tを訪問する以前に［ 16ビットCPUを採用するとい

う］決断を既に下していた、と言っている人もいるが・・」と質問したのに対して、「いやそんなこと

はない。［ IBMが最初から16ビットCPUを採用することに決めていたというような］そんなことは誰

も言っていない。 J ack  Sam sに聞いてみて欲しい。彼ならば知っているはずだ。８ビットマシンで

まさにやろうとしていたのだ。」と反論するとともに、その根拠として I BMがMic ro so f tに最初に訪

問して来た時点では「 I n te lはまだ低価格で 8088を提供すると約束してはいなかった」ということ、

および、「彼らの厳しいスケジュールの観点から言えば、８ビットマシンの方が好ましく、正しい選

択は８ビットマシンである、と思われた。１６ビットマシンを選択したことで、彼らはスケジュールに

関してある程度リスクを抱えることになった」ということの二点を挙げて反論している 4 9。  

 １６ビットCPUの採用決定に関する上記の二つの見解のどちらが正しいにしろ、ともかくも結果

として IBM PCでは16ビットCPUが採用された。では１年間という開発期間の限定から来るスケジ

ュール的リスクにも関わらず、なぜ８ビットCPUではなく、１６ビットＣＰＵを採用するという技術的

選択がなされたのであろうか？  

一つの理由は、表２に示されているように、他の競合機種は 8ビットＣＰＵを使ったものであっ

たから、最初に１６ビットＣＰＵを使ったパソコンということで I BM  PCは販売キャンペーンの面で

は相対的に有利な地位に立つことができた、ということであろう。  

しかしながら、 IBM  PCの発売を正式に初めて公表した1981年8月12日のプレス・リリース 5 0で

はそのことはまったく強調されてはいない。現在とは異なり、一般的には内蔵CPUの性能はさほ

ど問題とはされなかったにしても、” a  h i g h - spe ed  16 -b i t  m i c rop roc e s so r ”という表現でさり

げなく触れられているだけである。それよりも強調されているのは、V i s iCo rpのV i s iCa lcやMic r

o so f tのBAS IC言語など多数のソフトが対応しているということである。 I BM PCにおいてオープ

ン・アーキテクチュア戦略が採用された理由がそうであったように、 IBM PCの開発チームが最も
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重要視していたことはソフトであった。  

ソフトの視点から言えば、１６ビットCPUを採用することは、取り扱える最大のメイン・メモリ量が

大幅に増えることを技術的に意味していた。D.B rad leyが I BM PCの開発から１０年後に書いた

回想記の中で、１６ビットCPUを採用した第一の理由に挙げているのもこのことである 5 1。またGa

tesは、 I BM PCが出荷されてから間もない『PC Magaz ine 』誌の19982年2月１日号に掲載され

たインタビューの中で、「16ビットマイクロプロセッサーは極めて重要である。ただしスピードのた

めではない。・・・［確かにスピードが速いのも事実であるが］１６ビットマイクロプロセッサーがより

優れている主要な理由は、そのアドレス空間が増加していることにある。」 5 2として、１６ビットCPU

ではリニアに利用可能なメモリ空間が８ビットCPUの64KBから大幅に増えることが最も決定的な

要因であると主張している。      

当時の８ビットCPUの多くは、システム・バス幅が16ビットであったため、取り扱えるメイン・メモ

リの容量は64KBに限定されていた。しかしながらそのようにメイン・メモリの最大容量が64KBに

制限されることは、データやプログラム・コードを格納するためにそれ以前よりも大量のメモリ空

間を必要とするようになっていた当時のアプリケーション・プログラムにとって大きな問題であった。  

１６ビットCPUを採用すれば、当時の８ビットCPUが抱えていた「メモリ空間に関する64KBの

壁」というこうした問題を一挙に解決することできるのである。ソフトの開発会社であるMic roso f t

のGate sが１６ビットCPUの採用を必要不可欠と考えたのはまさにこのためであった。  
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5．なぜIBMは、インテル製の１６ビットCPUを採用したのか？  

(1) IBM PCの開発当時に存在した複数の16ビットCPU 
 しかしながら16ビットCPUと言っても、 I BM PCの開発当時に利用可能な16ビットCPUとしては、

In te lの8088と8086、Motoro l aの68000、Nat io na l  S em ic onduc to rの16032、Z i lo gのZ8000

などいくつかの候補があった。  

 これらの１６ビットＣＰＵの中で「技術」的評価が最も高かったのは、Moto ro laの68000である。

68000は、１６Ｍバイトのリニアなメモリ空間が確保できるとともに、DECのミニコンに類似したア

ーキテクチュアでより洗練されており、「技術」的評価は高かった。実際、ＩＢＭ  PCの開発チーム

も、Mic ro so f tのGate sも、68000の方を高く評価していた。  

これに対して In t e lの１６ビットＣＰＵは、使えるメモリ空間が１Ｍバイトに限定されているだけで

なく、その１Ｍバイトのメモリ空間も 64Kバイト単位のセグメントに分割されておりリニアには使え

ないなどＣＰＵのアーキテクチュアから言えばあまり「美しくない」ため「技術」的評価は相対的に

は低かった。  

 例えば、「 In te lの顧客は口々に、このプロセッサー［Motoro laの68000］は優れものだと言っ

た。数年前に 8080と6800が比較されたときにもセールス部隊はこの種の嫌みをあちこちで聞い

たが、今回はそれ以上だった。なじみの顧客はMotoro l a製品を、設計、処理速度、価格、そし

て使い勝手とあらゆる面から誉めたたえた。」 5 3と言われている。   

 実際、その後、パソコン用のCPUとしては In t e l系CPUの方がより広く普及したが、パソコンより

も高価格で高性能のW S（ワークステーション）用のCPUとしてはMoto ro la系CPUの方がより広く

普及した。このようにMoto ro la系CPUの方が「演算」性能 5 4やアーキテクチュアなどの「技術」的

性能は高かった。  

 上記のような「技術」的評価にも関わらず、 IBMは I n te lの8088というCPUを最終的には選択し

た。「電卓上がりのプロセッサー」などと揶揄された（電卓用に開発された 4004というルーツを持

つことから、このように呼ばれた） In te l系ＣＰＵの方をＩＢＭは選択したのである。 IBMは１６ビット

CPUの採用にあたって、技術的評価の高かったMotoro la系ではなく、 I n te lのプロセッサーをな

ぜ選択したのであろうか？  

 

(2)既存ソフト資源の活用可能性  
  I BMは、パソコン市場への新規参入にあたり、ソフトウェアに関する下記のような先行の歴史

的資産を生かそうと考えた。  そのためにはCPUそれ自体に先行のCPUとの歴史的連続性＝互

換性が必要であった。そうした歴史的連続性＝互換性という点から言えば、インテル系１６ビット

ＣＰＵは「技術」的に極めて優れたCPUであった。68000やZ8000は、それらの会社の先行する

既存８ビットCPUとの間に互換性がなかったのである。  

8ビットプロセッサとして成功していた In te lの8080およびそれの互換CPUの上で動いていた

人気ソフトに、表計算ソフトのVi s iCa lc、ワードプロセッサのWordSt ar、データベースソフトのd

Ba se  I Iなどがあった（なおOSはCP/Mであった）。そうした人気ソフトの移植、および、 8ビットC

PU用にソフトを書くことに熟練したプログラマーの存在を考えた場合、CPUそれ自体に 8ビットC

PUとの連続性（互換性）が一定程度あったほうが有利である。  
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 その点、  8 088や8086は、8b i tCPUとしてヒットした In te lの8080やZ i logのZ80などとの互換

性を強く意識して作られており、8080およびその互換CPUをターゲットととしてアセンブリ言語で

記述されたプログラムであれば、わずかな書き換えだけで動かすことができた。 8080Aや8085A

用にアセンブラ言語で書かれたソース・コードを 8086用のアセンブラ言語のソース・コードに変

換するソース・コード・トランスレータも提供されていた。  

CPUに関するこうした先行資源の利用可能性という要因は、 I BM PCのOS競争の場面におい

ても同様に作用した。８ビットパソコン時代のデファクト・スタンダードのOSであったCP/M -80の

開発元であるDig i t a l  Re sea rc hは、 I BM PCの発売時には間に合わなかったがしばらくして、 I n

te l製16ビットCPUパソコンに対応したOSとしてのCP/M-86の開発を終了した。 IBMやNECは、

自社製マシンのOSとしてMic roso f tのMS-DOSとともに、D ig i t a l  Re sea rc hのCP/M-86をも合

わせて販売していた。それゆえ、ユーザーやソフト会社はOSとしてはMS-DOSだけでなく、CP/

M-86も利用できた。最終的にどちらのOSが生き残るのかは、ハードメーカーではなく、ユーザ

ーやソフト会社の選択に委ねられたのである。CP/M-86はマスコミの好意的な評価にも関わら

ず、強気の価格設定やMS-DOSと異なり IBM PCの初期出荷の時期に間に合わなかったことな

ど様々な要因の結果として、結局のところはMic ro so f tのMS-DOSが市場を制した。  

 IBM PCの初期出荷時の標準OSとして採用されたということが8086を用いたパソコンの主流

OSになった要因として大きいということは、従来から言われているように確かにその通りである。

しかしその一方で、 I BM PCの初期出荷時のそうした相対的優位性をその後も維持し続け最終

的に勝利できた技術的背景には、MS-DOSの中心的開発者の一人であるT im Pat er sonが回

想記で述べているように 5 5、「MS-DOSに関する最も重要な設計要件がCP/M-80との互換性の

確保にあった」というMS-DOSの開発事情に依る点も極めて大きい。  

最初は多くのソフトウェア開発会社が、そして、CP/M-86が IBM  PC用OSとして出荷された後

には多くのマスコミもCP/M-86の成功を予測していたにも関わらず、MS-DOSが最終的に勝利

できた技術的背景には、前記のようなMS-DOSの設計方針のため、MS-DOSの方がCP/M-86

よりもCP/M-80との互換性が高かったという技術的優位性があることも確かである。例えば、シ

ステム・コールの仕様に関してMS-DOSの i n t  21hの一定部分がCP/M -80のBDOS  CALLとそ

っくりである 5 6ことなどに示されているように、CP/M -80との互換性に関してMS-DOSの方がCP

/M-86よりも高かったのである。  

MS-DOSの互換性の高さは、MS-DOS開発の基礎となったPate r sonのQ-DOS（Quick  and

 D i rt y  Ope rat i ng  Sy st em ）がソース・コードレベルでCP-M/80と極めて類似していることによ

るものである。  

Dunc an Bayneは、「業界の伝説では、WordPer f e c t社は自社のワープロソフトをCP/M-80

からPC-DOS[MS-DOS]上に移植するのに、  マシン語レベルでたった１バイトの変更で済んだ

と言われている ( in du st ry  l ege nd ha s i t  tha t  Wo rdP er f ec t  Co rpo ra t i on  po rte d  t he i r  wo

rd  p roce s so r  f rom CP/M to  PC-DOS by c hang in g  o ne  byte  o f  mach in e  code . ) 5 7“との

ことである。  

そうしたソース・コードレベルでの類似性の高さは、デジタル・リサーチ社が IBMとマイクロソフ

ト社に対してMS-DOSはCP-M/80の著作権を侵害するものだと強く抗議し、多額の和解金を勝

ち取ったことにもまた示されている。  

下川和男氏が述べているように、「D ig i t a l  Re sea rchが、16ビット用ということで、CP/M-86
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に豊富な機能を盛り込んだのに対し、MS-DOSは、 I n te lの8086の設計思想と同様に、8ビットと

の互換性を重視した」のであり、「その結果として素直に16ビットへの移行が行えるMS-DOSの

アプリケーションが増加し、CP/M -86は消えていった」 5 8というように理解することができるので

ある。   

 

(3)先行プロジェクトで蓄積された知識・経験・部品の活用  
ＩＢＭ-ＰＣに先行する開発プロジェクトとして I BM Syst em/23 Dat ama ste r ( 1981年発表 )と

いうマシンがあったが、 IBM PCの開発に携わったエンジニアたちの多くは、そのマシンの開発

に関わっていた者たちであった。 IBM Da tama st er/23は、CPUとしては In te l製の８ビットCPU8

085を使っていた。それゆえBrad leyが「われわれは、Dat ama ste rで In te lのプロセッサーを使っ

て仕事をしていたので、 I n te lのプロセッサーに慣れ親しんでいた。」と語っている 5 9ように、 I BM 

PCの開発者たちは In te l製CPUのアーキテクチュアを熟知していた。  

 前述したように、 IBMの企業経営委員会に提出された IBM PCの最初のプロトタイプ機は、 I B

M Sy stem /23 Datam as te rに手直しを施したもので、使用していたCPUはDat ama ste rと同じ 8

085のままであった。  

 Dat ama ste rに関する先行の歴史的蓄積の活用という点では、 I BM PCの拡張スロットの仕様

も新たに考案されたものではなく、Datam a ste rの拡張スロットの仕様を少し手直ししただけのも

のであった。  B rad le yによれば  バスの信号の定義を５カ所ほど手直ししただけであり、 I BM PC

はDatam a ste rと同一の割り込み制御装置、および、類似のDMA制御装置を使用していた 6 0。そ

のため、Datam a ste r用のアドオン・ボードを IBM PCの I SAスロットに差しても動いたと言われて

いる。  

 なお I BMはワープロ専用機「Di sp l ayWri te r」においては In te lのCPU8086を使用していた。し

かしBrad leyの証言によれば、この「D i sp la yWr i t e r」の開発プロジェクトは IBM PCとは無関係

であった 6 1。  

 

(4)高い浮動小数点演算能力を持つ数値コプロセッサー8087の存在  
インテル系１６ビットCPUの技術的優位性は、数値コプロセッサー8087によって浮動小数点演

算能力を高めることができ、そうした数値計算能力の向上により表計算ソフトやデータベースソフ

トをより快適に動かすことができたという点にもある。8087を装着することで、加減乗除や比較、

平方根だけではなく、剰余や対数、指数関数、三角関数などに関する非常に高機能な命令など

約70個の新たな浮動小数点演算命令が利用可能になるとともに、ソフトウェア的な処理に比べ

て50～100倍程度高速に処理することができ、この点に関しては当時の並のミニコンよりも高速

であった、と言われている。  

数値コプロセッサーによってこのように数値計算能力をかなり高めることができるというこの点

は、 In t e lも自社の技術的強みとして意識していた。例えば In te lは、Moto ro laに対抗するため

に作成した将来製品の紹介カタログのトップページで、自社の16ビットCPUの8086や8088に数

値コプロセッサー8087を組み込めばMoto ro laの16ビットCPU68000の「５倍のスピードで数値

計算ができる」ことを強調していた 6 2。  
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6．なぜIBMは、IBM-PCに8086ではなく、8088を採用したの

か？  
IBMは、 In t e l製の１６ビットCPUの採用にあたって、より性能の高い8086ではなく、性能の劣っ

た８０８８をわざわざ選択したのであろうか？ 8088は、CPU内部では 16ビット処理をしているが、

外部バス幅を意図的に８ビットに制限しているために、内部・外部とも 16ビット処理を行っている

8086よりも性能的に劣っていた。PC市場への新規参入にあたって性能の劣ったCPUを採用す

ることは、一見したところ技術的には不可解なことに思える。  

 当然のことながら、PC市場参入時における IBMの技術的選択を巡っては上記のような疑問が

すぐに思い浮かぶであろう。しかしながら、下記に詳しくのべるように、開発時間の限定、利用

可能な技術的リソースの限定、コスト・パフォーマンスなどの問題を「技術」的視点から総合的に

判断すれば、 I BM PCの開発チームが下した技術的決断は合理的な選択であった、と思われる。  

 

(1)全体的な製造コスト、および、調達CPU価格の引き下げ  
外部データ・バス幅が8086の半分の８ビットである i 8088の方が、マザー・ボード上のデバイス

数や回路基板のバス配線などが少なくて済み、パソコンのトータルな製造コストを下げることが可

能であった。   またCPU価格それ自体も、8088の方が8086よりも低かった。8088は、8086より

も性能を下げることで意図的に低価格で販売されていた。この点に関して、 I n te lのゴードン・Mo

oreも「今となっては歴史的な商談を振り返ってみても、ＩＢＭが納入価格の引き下げにこだわっ

て、われわれも製品の設計を一部変更してこれに応じたことくらいしか記憶にない。受注の決め

手は In t e lが値下げ要求に応じたことだった。」 6 3と自らの自伝的回想の中で述べている。実際、 I

n te lは I BMに対して8088を1個9ドルという破格の価格で販売したと言われている 6 4。   

 もっとも上記のようなMoo reの証言にも関わらず、CPUそれ自体の価格の低さが技術的選択の

決定的ポイントであったかどうかに関しては、以下に述べるいくつかの技術的理由から疑問が残

る。 I BM PCの開発チームが置かれていた歴史的状況を考慮すると、「コスト削減問題がなかっ

たとしても、 I BMは8088を選択せざるを得なかった」というのではないかと考えられる 6 5。  

 

(2) 先行する８ビットＣＰＵパソコンとのハードウェア的互換性に基づく、

関連周辺回路の開発期間の短縮---- 周辺回路部品に関する先行

の歴史的資産の活用  
8088は、データ・バス幅が８ビットであったので、周辺回路の規模が 8086に比べ相対的に小

さくなり開発期間の短縮が可能であった。   

また8088は、周辺回路とのインターフェイスに関して8080との互換性を重視した設計になっ

ている。そのため、割り込みコントローラ、DMAコントローラ、カウンター／タイマー、シリアル・イ

ンターフェース、パラレル・インターフェイスなどに関して、 8080用の各種の周辺回路 ( 8 259,823

7,8253など )を利用することができた。それゆえ8088であれば、新規開発が必要なカスタム・メイ

ドの部品をなるべく使わなくても済むことができ、開発期間が１年間と限定されていた IBM  PCの

開発チームにとっては都合が良かったのである。  
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これに対して、 In t e lの8086、Moto ro l aの68000、Nat i on a l  Sem iconduc to rの16032といっ

た16ビットCPUは周辺チップをその当時まだ開発中であり、ＩＢＭ  PCの出荷時期を考えるとリス

クの高いＣＰＵであった。  

 

(3)同一社内における商品としての差異化のための、技術的性能のスペ

ック・ダウン  
IBMの全社的な製品構成から考えた場合、 I BM PCというパソコンの技術的性能がさほど高い

必要はなかった。 8088というCPUの性能が他の 16ビットCPUよりも相対的に低いことは、 I BM内

の製品構成から考えると逆にメリットであった。  

 というのも IBM PCの性能が高ければ高いほど、 I BMの他のマシンンの売れ行きが鈍ると考え

られたからである。 I BMの他のマシンは、性能的には確かに優れていたが、その一方でかなり高

価格であった。そこで IBM PCの開発に当たって I BM PCは「わざと処理速度を落とす」ように設

計された、と言われている。  

 例えば、ＩＢＭ  ＰＣの開発プロジェクト・チームに最初から参加していた技術者のB i l l  S ydnes

はこの点に関する回想の中で、「８０８６の馬力はとてつもなく強力なものであった。このチップを

利用すれば、ＩＢＭがすでに市場に出しているか、またはこれから市場に出そうとしている製品の

排気口を広げなくてはならなかったろう。だから、私たちは性能が多少落ちても、８０８８を利用す

ることに決めたのである。・・・・この選択は非常に賢明なものだったといえよう。なぜなら８０８８を

使う意向だといったおかげで、ＩＢＭのあらゆる管理網の目をスルスルと通り抜けることができた

からだ」 6 6と述べている。  

なお単純にMIPS値だけで性能比較はできないが、マウスやＧＵＩなど現在のパソコンに近い

機能を1975年という時点ですでに備えていたゼロックスのAl toというその当時の「ワークステー

ション」のMIPS値は0 .2M IPSであったのに対して、CPUの駆動周波数が 5MHzの8086でさえも

それを数字的には約６割上回る 0. 33M IPSというCPU能力を持っていた。  
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注 
 
1  ガードナー・ジャパン、データクエストの 2 0 0 4年1月 1 5日付けのプレスリリース h t t p : / / ww w. g a r t n e r . c o .

j p / p r e s s / p r 2 0 0 4 0 1 1 5 - 0 1 . p d fによれば、世界のパソコン市場における IBMのシェアは、第１位デル

（出荷台数2 5 3 0万2千台でシェア1 5 . 0 %）、第2位HP （出荷台数2 4 2 3万台でシェア1 4 . 3 % ）の約１／３

の第3位で出荷台数8 6 0万8千台でシェア 5 . 1 %となっている。  

2 0 0 3年に日本でパソコン・ベンダーから出荷されたパソコンの総台数が
．．．．

約1 , 2 7 4万台と言われてい

る ( h t t p : / / ww w. g a r t n e r . c o . j p / p r e s s / p r 2 0 0 4 0 3 2 5 - 0 1 . p d f )ことから考えれば、 I BMは１社で日本の

総出荷台数の約７割以上を出荷していることになる。  
2  「（機械式タイプライターにおけるアンダーウッド５型機と同じように） I BM  P Cは市場に対してほとんどブ

レークスルーとなる技術をもたらさず、すでにその価値が確定した、ありふれた要素だけからなってい

た。」アッターバック『イノベーション  ダイナミックス』有斐閣 , p 4 9）←ここの後半部分は、接続詞の b u tの

ニュアンスを訳していないことに端的に示されているように、ドミナント・デザインの確立という意味合いを

強調した部分が訳されていない誤訳である。（試訳）T h e  P C, l i k e  t h e  M o d e l  5 , o f f e r e d  t h e  m a r k e t  l i t

t l e  i n  t h e  wa y  o f  b r e a k t h r o u g h  t e c h n o l o g y ,  b u t  i t  b r o u g h t  t o g e t h e r  f a m i l i a r  e l e m e n t s  t h a t  h a

d  p r o v e n  t h e i r  v a l u e  t o  u s e r s :  A  T V m o n i t o r ,  s t a n d a r d  d i s k  d r i v e ,  QW E R TY k e y b o r a d ,  t h e  I

n t e l  8 0 8 8  c h i p ,  o p e n  a r c h i t e c t u r e ,  a n d  M S  D OS  o p e r a t i n g  s y s t e m .  T o g e t h e r ,  t h e s e  e l e m e n t s  

c a m e  t o  d e f i n e  t h e  i d e a  o f  t h e  p e r s o n a l  c o m p u t e r  f o r  a t  l e a s t  8 0  p e r c e n t  o f  t h e  m a r k e t . p . 2 5  
3  例えば、F r a n k  Ha y e s ( 1 9 9 9 ) , " 1 0 0  y e a r s  o f  I T" , Co mp u t e r w o r l d , 3 3 ( 1 4 ) , p . 7 4は、「標準的部品と

借用されたアイデアをつぎはぎして雑に作り上げられたものであったが、 IBM  P Cは I BMのブランド名

ゆえにすぐに成功した。」 ( " Co b b l e d  t o g e t h e r  f r o m  s t a n d a r d i z e d  p a r t s  a n d  b o r r o w e d  i d e a s ,  t h e  

P C e n j o y e d  i n s t a n t  s u c c e s s  b e c a u s e  o f  IBM ' s  b r a n d  n a m e . ” )  としている。  

4  He wl e t t - P a c k a r dやXe r o xの失敗に関しては、P. F r e i b e rg e r,  M . S wa i n e  ( 1 9 8 4 ) , Fi re  i n  t h e  Va l l e y ,  

M c Gr a w - Hi l l [大田一雄訳 ( 1 9 8 5 )『パソコン革命の英雄たち』マグロウヒルブック , p p . 3 4 0 - 3 4 7 ]に簡略

な記述がある。なおXe r o xのパソコン市場参入の失敗のプロセスについては、Do u g l a s  K .  

S m i t h ( 1 9 8 8 ) , F u m b l i n g  t h e  Fu t u re  - - -  H o w Xe ro x  I n v e n t e d ,  T h e n  I g n o re d ,  t h e  F i r s t  

Pe r s o n a l  C o m p u t e r ,  Ha r p e r c o l l i n sが詳しい。  

5  A l t a i r 8 8 0 0は、 1 9 7 5年１月に、 " P o p u l a r  E l e c t r o n i c s ”という雑誌の表紙を飾った。その雑誌の表紙

および紹介記事の写真は、h t t p : / / w ww. p c b i o g r a p h y. n e t / p e 0 1 7 4 . h t m lなどで見ることができるが、

その表紙には " P r o j e c t  Br e a k t h r o u g h !  Wo r l d ' s  f i r s t  m i n i c o m p u t e r  k i t  t o  r i v a l  c o m m e r c i a l  

m o d e l s  -  t h e  Al t a i r  8 8 0 0  "と書かれている。  

現在の用語法から言えば、 "ミニコンピュータ・キット（m i n i c o m p u t e r  k i t ） "ではなく、 "マイクロコン

ピュータ・キット（m i c r o c o m p u t e r  k i t ） "とでも表記すべきところであるが、その当時はまだマイクロコン

ピュータ（m i c r o c o m p u t e r ）という用語は使用されてはいなかった。なおミニコンピュータ

（m i n i c o m p u t e r ）は大型コンピュータ（メインフレーム）に比して、ミニ（m i n i ）・サイズであるという意味

でDE Cが売り出したコンピュータに対する名称であるが、それは大型冷蔵庫ほどの大きさがあるもので

あり、日常的な意味では決してミニ（m i n i）サイズではなかった。  

なおまた、マイクロプロセッサーを使った最初のコンピュータ・キット（m i c r o c o m p u t e r  k i t ）として世

界最初 [ Wo r l d ' s  f i r s t  m i n i c o m p u t e r  k i t ]であるというように " P o p u l a r  E l e c t r o n i c s ”の表紙に書か

れているが、それも正確ではない。Al t a i r 8 8 0 0よりも以前に既にコンピュータ・キットは販売されていた。

例えば、T h e  S c e l b i - 8 H ( 1 9 7 4 , CP Uは In t e l  8 0 0 8）や  J o n a t h a n  Ti t u s ’ M a r k  8  k i t  c o m p u t e r

（1 9 7 4 , C P Uは In t e l  8 0 0 8）などのキットがそれに先行して存在したのである。  

6  “ P o p u l a r  E l e c t r o n i c s ”の1 9 7 5年 1月号と2月号における記事の中での価格は組み立てキットで 3 9 5ド

ル、組立済みで4 9 5ドルであった。しかし同誌の3月号の掲載広告から本文中のように値上げされた

（富田倫生 ( 1 9 9 4 )『パソコン創世記』TB Sブリタニカ , p . 4 1 ,  

h t t p : / / a t t i c . n e o p h i l i a . c o . j p / a o z o r a / h t m l b a n / g o p c . h t m lおよび

h t t p : / / w ww. g e o c i t i e s . c o m / ~ c o m p c l o s e t / M IT S Al t a i r 8 8 0 0 . h t m  などの記述による）。なお

Co mp u t e r ,  I EE E  C o m p u t e r  S o c i e t y , 1 9 7 5年2月号の 3 1頁に掲載されているM I TS社の広告では、

本文中と同一の価格で値上げ後の価格となっている。  

インテルのC P U 8 0 8 0は、通常は3 6 0ドルで販売されていた（数百万ドルする IBMの大型コンピュー

タS y s t e m / 3 6 0を暗に対比し、それと比べて極めて低価格であることを意識させるためにこうした価格に

http://www.pcbiography.net/pe0174.html
http://attic.neophilia.co.jp/aozora/htmlban/gopc.html
http://www.geocities.com/~compcloset/MITSAltair8800.htm
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した、と言われている）が、M I TSは 8 0 8 0を大量購入することを条件に特別価格の 7 5ドルで In t e lから

仕入れることができた、と言われている（ F r a n k  De l a n e y  ( 1 9 9 5 ) , ” Th e  Wo r l d ' s  F i r s t  

Co m m e r c i a l l y  Av a i l a b l e  P C ” ,  Hi s t o r y  Of  T h e  M i c r o c o m p u t e r  Re v o l u t i o n ,  M i c r o  

Te c h n o l o g y  As s o c i a t e s ,  h t t p : / / e x o . c o m / ~ wt s / m i t s 0 0 2 0 . HTM ）。  

7  J a m e s  W a l l a c e , J i m  Er i c k s o n ( 1 9 9 2 ) , Ha r d  Dr i v e :  B i l l  Ga t e s  a n d  t h e  M a k i n g  o f  t h e  M i c r o s o f

t  Emp i r e ,  J o h n  W i l e y  & S o n s [ＳＥ編集部訳 ( 1 9 9 2 )『ビル・ゲイツ  - - - -  巨大ソフトウェア帝国を築い

た男』翔泳社 , p . 1 1 1 ]や " Hi s t o r y  Of  Th e  M i c r o c o m p u t e r  Re v o l u t i o n "  S e g m e n t  5  -  T h e  W o r l d '

s  F i r s t  C o m m e r c i a l l y  Av a i l a b l e  P C , h t t p : / / e x o . c o m / ~ wt s / m i t s 0 0 2 0 . H TMなどの記述による数

値。  

8  M a r k  W.  Gr e e n i a ( 2 0 0 1 ) ,  T h e  Hi s t o r y  o f  C o m p u t i n g  - - -  An  En c y c l o p e d i a  o f  t h e  P e o p l e  a n d  

M a c h i n e s  t h a t  M a d e  Co mp u t e r  Hi s t o r y , Ne w E d i t i o n ( C D - ROM版 ) , Le x i k o n  S e r v i c e sの中の

ALTA IR - 8 8 0 0 - 1 9 7 4 . HTMで記述されている数値を採用した。M . G a r e t z ( 1 9 8 5 )  " Ev o l u t i o n  o f  t h e  

M i c r o p r o c e s s o r " ,  By t e , Vo l . 1 0  N o . 9 ( 1 9 8 5年 9月号 ) , p p . 2 0 0 - 2 2 2では、約2 0 0 0台という数値になっ

ている。  

9  M a r k - 8の販売数量は、M a r k - 8の設計者 J o n a t h a n  Ti t u s  の回想記 J . Ti t u s ( 1 9 9 9 ) , ” Th e  M a r k - 8  

M i n i c o m p u t e r  - - -  P a r t  4 : J o n  a n s w e r s  s o m e  Qu e s t i o n s ! ” ,  

h t t p : / / w ww. h i s . c o m / ~ j l e w c z y k / a d a v i e / m a r k 8 q a . h t m lによる。また価格は、

h t t p : / / w ww. h i s . c o m / ~ j l e w c z y k / m a g c o v e r. h t m lによる。  

1 0  Le s l i e  Go ff ( 1 9 9 9 ) , “ Al t a i r :  A n o t h e r  P C  m i l e s t o n e ” , Co mp u t e r w o r l d , Vo l . 3 3 ,  I s s . 2 6 , p . 8 3  

1 1  K C( 1 9 9 9 ) , “ M IT S  Al t a i r  8 8 0 0 ” , C o m p u t e r  C l o s e t  Co l l e c t i o n ,  

h t t p : / / w ww. g e o c i t i e s . c o m / ~ c o m p c l o s e t / M IT S Al t a i r 8 8 0 0 . h t m 。ただし、1 8本の拡張スロットの内

の2本には、あらかじめCP Uカードとインターフェースカードが差されており、実際に拡張用に使えたの

は1 6本であった。  

1 2  Co m p u t e r , I EE E  C o m p u t e r  S o c i e t y, Vo l . 7 5  No . 2 ( 1 9 7 5 ) , p . 3 1。なお同広告では、 4 K BのDR AMカ

ード、1 K BのS R AMカード、パラレル I / Oカード、シリアル I / Oカード（T TL用、R 2 3 2用、テレタイプライ

ター（TT Y）用の３種類）、８進数の２進数への変換用コンピュータ・ターミナル（ o c t a l  t o  b i n a r y  

c o m p u t e r  t e r m i n a l ） ,アルファベットや数字を３２文字表示可能なターミナル、アスキー・キーボード、

オーディオ・テープ・インターフェース、４チャンネルの s t o r a g e  s c o p e  などの多様な拡張カードがオプ

ションとして既に利用可能である、とされている。  

1 3  M i c r o s o f tの創立の契機は、このようにM IT SのAl t a i r 8 8 0 0上に移植したB AS I C言語のライセンス契

約にあった。M i c r o s o f t  という社名は、Al t a i r 8 8 0 0が使用していたCP U8 0 8 0などのM i c r o Co m p u t e r  

用の  S o f t wa r e  を製作する会社ということから付けられた。もともとの社名は、M i c r o - s o f tであったが、

しばらくしてハイフンが取られた。  

1 4  M i c r o s o f tのB AS I Cの不正コピーの発端は、M I TSの商法にあったと言われている。D. Ic h b i a h  ,  

S . L . K n e p p e r ( 1 9 9 1 ) , T h e  M a k i n g  o f  M i c ro s o f t ,  P r i m a  P u b l i s h i n g , p p . 3 0 - 3 1［椋田直子訳

( 1 9 9 2 ) 『マイクロソフト』アスキー出版局 , p . 6 4］や J . Wa l l a c e , J . E r i c k s o n ( 1 9 9 2 ) , Ha rd  Dr i v e ,  J o h n  

Wi l e y  & S o n s , p . 1 0 1 [ＳＥ編集部訳 ( 1 9 9 2 )『ビル・ゲイツ』翔泳社 , p . 1 2 9 ]によれば、M I TSの広告に

応じてお金を支払ったにも関わらずBA S ICをなかなか入手できずにいらだっていたユーザーたちが、

1 9 7 5年 6月にパロアルトで開催されたM IT Sのデモンストレーション会場に抗議のために集まった時に

まだできていないはずのB AS I Cが動いているのを見て激怒したことが「不正」コピーのきっかけであっ

た。  

A l t a i r 8 8 0 0用のB AS I Cの正式発売はこのデモンストレーションから約３ヶ月後の 1 9 7 5年９月だった

ので、この時のプログラムはまだバグ取り作業中のプログラムであったが、ともかくも一応は動作してい

た。そのため、H o m e b r e w C o m p u t e r  C l u bのある会員がパンチテープ読み取り機から読み取りを終わ

って下に落ちていたBA S ICプログラムのテープをこっそり拾い、それをコピーして配布したことから「不

正」コピーが始まった、ということである。  

   「不正」コピーの蔓延に憤激したBi l l  Ga t e sは、Al t a i r 8 8 0 0のユーザー向けの会報誌『コンピュー

タ・ノート』にAn  Op e n  Le t t e r  t o  H o b b y i s t s ［ 「ホビイストたちへの公開状」 1 9 7 6年2月3日付け］という

タイトルの文章を掲載し、その中で「B AS I Cを正規に購入したのはAl t a i r 8 8 0 0購入者の約１割にも満

http://exo.com/~wts/mits0020.HTM
http://exo.com/~wts/mits0020.HTM
http://www.his.com/~jlewczyk/adavie/mark8qa.html
http://www.his.com/~jlewczyk/magcover.html
http://www.geocities.com/~compcloset/MITSAltair8800.htm
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たない」と指摘した上で、「不正コピーは、ソフトウェア開発会社の利益を損ない、それにより会社の存

続・発展が危うくなる。そのためソフトウェアの新規開発が阻害され、結果としてソフトウェアの全体的発

展ができなくなる。」という趣旨のもとに「ほとんどのホビイストたちはソフトウェアを盗んでいる」として不

正コピーを強く批判した。この文章は、Ho m e b r e w Co m p u t e r  C l u bの会誌 " Dr.  D o b b ' s  J o u r n a l "を

はじめとして、当時のマイコン業界関係の主要な出版物に転載された。  

 多くのホビイストたちをソフトウェア「泥棒」呼ばわりしたGa t e sのこの文章に対しては、「M ITSはB AS I C

付きのメモリーボードを 1 5 0ドルで売っているのに、B AS I C単体の販売価格を 5 0 0ドルに設定し、

BA S ICだけを買いたいユーザーを実質上締め出している」M ITSの不当な抱き合わせ販売に対する不

満や、「BA S IC言語それ自体は、アメリカのDa r t m o u t h  Co l l e g eの J . G . K e m e n yとT. E . K u r t zが初心

者用のプログラミング言語として1 9 6 4年に共同開発したものであり、P DS （P u b l i c  D o m a i n  S o f t w a r e ）

として無償公開されているものである。Ga t e sとAl l e nはそれを I n t e l製C P U8 0 8 0などのマイクロコンピュ

ータ上で動くように移植作業をしただけである。」ということなどを根拠として、ホビイストたちが激しく反

論した。  

なおGa t e sとAl l e nがBA S ICを8 0 8 0上に移植する際に利用したコンピュータはハーバード大学の

P DP - 1 0というコンピュータであったが、そのコンピュータの利用料金は国防省先端技術研究計画局が

提供したものである。それゆえ、G a t e sとAl l e nがBA S I Cの移植に利用したコンピュータの利用料金は

アメリカ国民の税金で支払われたことになるという観点からの批判もある。 ( J a m e s  Wa l l a c e , J i m  

Er i c k s o n ( 1 9 9 2 ) , Ha rd  d r i v e  :  B i l l  Ga t e s  a n d  t h e  m a k i n g  o f  t h e  mi c ro s o f t  e mp i re ,  J o h n  

Wi l e y  & S o n s , p . 1 0 4 ［ＳＥ編集部訳 ( 1 9 9 2 )『ビル・ゲイツ』翔泳社 , p . 1 3 3］ )  

1 5  言うまでもないことであるが、「コピーしても使いたい」という優れた機能を持ったソフトでなければこん

なことは起きない。P DSやフリーウェアのソフトは正規にコピーでき、無料で利用できるが、だからといっ

て多くの人々がこぞって使うとは限らない。  

なお、これと似たようなことは日本におけるワープロ・ソフト市場においても起こっている。 1 9 8 0年代

後期におけるN ECのP C 9 8 0 1用日本語ワープロ・ソフト市場において、絶対的人気と高機能を誇ってい

た「松」というワープロ・ソフトが新興の「一太郎」に敗北した理由には、その価格の高さやM S - DO Sへ

の対応の遅れとともに、「松」のコピープロテクトが厳しく普通の人々ではコピーできなかったのに対して

「一太郎」は簡単に「不正」コピーができたということもあると考えられている。  

ソフトの良し悪しはある程度使ってみないとわからないのであるから、「不正」コピーであれともかくも

購入前に試用できるかどうかが購入決定の大きな要素となっている。そのため現在では多くのソフト会

社がソフトの販売促進を意図して、ソフトのβ版［ソフトの販売前にさまざまな環境の下での使用による

製品の事前評価を意図して配布されるソフト。基本的なバグは取り除いてはあるが、まだいくつかのバ

グが残っており製品として未完成なソフト］や、 3 0日間など使用期間限定で自由に使える体験版をネッ

ト等を利用して配布するようになっている。  

 こうした視点からこの「不正」コピー問題を後知恵的に振り返って言えば、マイクロソフトは「β版」や

「無料体験版」の配布と同等の効果をもった販売促進活動を意図せずしておこなったと見ることができ

る。  

1 6   “ IBM  H IG H L IG HT S ,  1 9 7 0  – 1 9 8 4 ” ,  h t t p : / / w ww -

1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / d o c u m e n t s / p d f / 1 9 7 0 - 1 9 8 4 . p d f ,  p . 7  
1 7  Ti m  J a c k s o n ( 1 9 9 7 )  ,  I n s i d e  I n t e l  ,  D i a n e  P l u m e  Bo o k , p . 2 0 1 [渡辺了介・弓削徹訳 ( 1 9 9 7 )『イン

サイド・インテル』上巻 ,翔泳社 , p . 3 2 5 - 3 2 6 ]  

1 8  『日本経済新聞』1 9 9 5年 2月1 9日朝刊。なおこうしたムーアの認識は 1 9 8 0年代はじめでもさほど変わ

ってはおらず、ＩＢＭからの受注が決まった時も「また顧客が増えてよかった」（『日本経済新聞』 1 9 9 5年

2月1 9日朝刊）という程度の認識しかなかったと述べている。  

1 9  『日経産業新聞』1 9 8 2年 2月2 0日  
2 0  コモドール社は、カナダの会社で電卓市場でM ITS社と同じように苦戦を強いられていた状況を打開

するためにマイクロコンピュータに着目した。コモドール社の当時の社長ジャック・トラミールは、M OS  Te

c h n o l o g y社で6 5 0 2の開発に携わったチャック・ペドルを引き抜いてパソコンの開発に携わらせ、 P ET 2 0 0

1 ( CP Uは6 5 0 2 ,メイン・メモリ容量 1 6 K B、キーボードとモニターが標準装備 ,マイクロソフト社製B AS I C)を
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１９７７年の第１回ウェストコースト・コンピュータフェアに出品し、爆発的に人気を呼んだ。 ( D . Ic h i b a n , S .

L . K n e p p e r ( 1 9 9 2 ) 『マイクロソフト』アスキー出版局 , p . 8 8 - 8 9 )  
2 1  タンディのマーケティング部長のジョン・ローチは「年間 3 , 0 0 0台も売れたら上出来だと見ていた」が、

実際には「最初の１ヶ月で１万台を売りつくした」（D. Ic h i b a n , S . L . K n e p p e r ( 1 9 9 2 ) 『マイクロソフト』アス

キー出版局 , p . 8 8）。R a d i o S c h a c k社によると、結局のところTRS 8 0  M o d e l  I  は1 9 7 7年から1 9 8 1年まで

の間に総計で2 0万台以上も売れた（Ra d i o S h a c k  Co r p o r a t i o n ( 2 0 0 3 ) , " Hi s t o r y " , h t t p : / / w ww. r a d i o s

h a c k c o r p o r a t i o n . c o m / a b o u t / h i s t o r y . s h t m l ）。  

2 2  J . Ch p o s k y  a n d  T. Le o n s i s  ( 1 9 8 8 ) ,  Bl u e  M a g i c :  T h e  Pe o p l e ,  Po we r  &  P o l i t i c s  B e h i n d  t h e  

I BM  PC , F a c t s  o n  F i l e  P u b l i c a t i o n s , p . 3 2 ［近藤純夫訳 ( 1 9 8 9 ) 『ブルーマジックー  - - -  IBMニュー

マシン開発チームの奇跡』経済界 , p p . 6 9 - 7 0 ］  

2 3  S t e v e n  We y h r i c h ( 2 0 0 2 ) , " Ap p l e  I I  Ti m e l i n e , 1 9 7 8 - 8 1 " , Ap p l e  I I  H i s t o r y,  Ap p e n d i x  B

（h t t p : / / Ap p l e 2 h i s t o r y. o rg / h i s t o r y / a p p y / a h b 2 . h t m l ）  

2 4  Wo z n i a kは、「米アップルコンピュータ社共同設立者  S t e v e  Wo z n i a k氏インタビュー」P a r t 2、1 9 9 8年

2月2 1日  、h t t p : / / a s c i i 2 4 . c o m / n e ws / c o l u m n s / 1 0 1 0 1 / a r t i c l e / 1 9 9 8 / 0 2 / 2 1 / 6 2 0 6 0 7 - 0 0 0 . h t m lにお

いて、「最初 J o b sは、Ap p l e I Iには2つしか拡張スロットはいらないって言ったんだよ。どうせみんなプリ

ンタとモデムしか使わないんだから、2つで十分だってね。でも僕は言ったんだ。おいおい、ちょっと待

ってくれよ。コンピュータにはもっといろんな可能性があるんだとね。もしどうしても 2つにしたいなら、ど

こかから別のコンピュータを探してきて売ってくれってね。言い争ったのは、それくらいだったかな。でも、

彼はできるだけシンプルなものを作りたがっていたから、なかなかあきらめ切れなかったようだよ。」と回

想している。  

2 5  I . Go l d k l a n g ( 2 0 0 3 ) , “ T RS - 8 0  M o d e l  I  -  F a c t s  /  H i s t o r y ” , I r a  Go l d k l a n g ' s  T R S - 8 0  Re v i v e d  

Pa g e s , h t t p : / / ww w. t r s - 8 0 . c o m / t r s 8 0 - 1 . h t mによると、TRS - 8 0は、S - 1 0 0規格の拡張スロットを５個

備えると最初は予告されていたが、結果としてオプション価格 $ 2 9 9のEx p a n s i o n  In t e r f a c eに変更さ

れた。  

2 6  Wo z n i a kは、” Le t t e r s - Ge n e r a l  Qu e s t i o n s  

An s we r e d ” h t t p : / / w ww. w o z . o rg / l e t t e r s / p i r a t e s / 0 8 . h t m lの中で、TR S - 8 0やＰＥＴと異なるAp p l e I I

におけるこうした機能拡張性の高さによりAp p l e I IでのみVi s i Ca l cが使えた結果としてA p p l e I I

が” s m a l l  b u s i n e s s m e n ”向けに売れ” t h e  b i g  wi n n e r ”となれたことを強調している。  

2 7  G . Wi l l i a m s  a n d  R . M o o r e ( 1 9 8 5 ) , " Th e  Ap p l e  S t o r y  P a r t  2 : M o r e  Hi s t o r y  a n d  T h e  

Ap p l e I I I " , By t e , Vo l . 1 0  

No . 9 , p . 1 7 4 ( h t t p : / / Ap p l e 2 h i s t o r y. o r g / m u s e u m / a r t i c l e s / b y t e 8 5 0 1 / b y t e 8 5 0 1 . h t m l )  
2 8  R . X . Cr i n g e l y ( 1 9 9 2 ) , Ac c i d e n t a l  Em p i re s ,  A d d i s o n - We s l e y, p . 6 3 [薮暁彦訳 ( 1 9 9 3 )『コンピュータ

帝国の興亡』上巻 ,アスキー出版局 , p . 1 0 6 ]  

2 9  この数値は、T h e  Of f i c i a l  I M S AI  We b  P a g e  , h t t p : / / ww w. i m s a i . n e t /のトップページに紹介されて

いる IM S A I8 0 8 0の開発者  J o e  K i l l i a nの電子メールでの証言による。  

3 0相田洋・大墻敦 ( 1 9 9 6 )『ＮＨＫスペシャル  新・電子立国  第３巻  世界を変えた実用ソフト』N HK出

版 , p . 1 4  

3 1  G. Wi l l i a m s  a n d  R . M o o r e ( 1 9 8 5 ) , ” Th e  A p p l e  S t o r y  P a r t  2 : M o r e  Hi s t o r y  a n d  T h e  

Ap p l e I I I ” , B y t e , Vo l . 1 0  

No . 9 , p . 1 7 4 ( h t t p : / / Ap p l e 2 h i s t o r y. o r g / m u s e u m / a r t i c l e s / b y t e 8 5 0 1 / b y t e 8 5 0 1 . h t m l )   
3 2  『日経産業新聞』1 9 8 2年 2月2 0日  

3 3  数値データは、 " S t a t s  a n d  Nu m b e r s " ,  COM P U TE RW OR LD,  

2 0 0 1 . 8 . 1 0 ( h t t p : / / w ww. c o m p u t e r wo r l d . c o m / n e ws / 2 0 0 1 / s t o r y / 0 , 11 2 8 0 , 6 2 9 7 2 , 0 0 . h t m l )  の中の

Ga r t n e r  Da t a q u e s tの調査結果によるものである。  

3 4  h t t p : / / w ww - 1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / e x h i b i t s / p c / p c _ 4 . h t m l  

3 5  h t t p : / / w ww - 1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / e x h i b i t s / p c / p c _ 6 . h t m l  
3 6  I BM  P Cの開発チームの責任者であったP. D. E s t r i d g eは1 9 8 2年に受けたインタビューの中で、「な

ぜ I BMはパソコン市場に参入したのか？」という質問に対して、 "  T h e  s i m p l e s t  r e a s o n  i s  t h a t  i t  

r e p r e s e n t s  a n  o p p o r t u n i t y  f o r  b u s i n e s s .  Wi t h  t h e  e x p l o s i o n  t h a t  o c c u r r e d  b e t we e n  1 9 7 7  

http://www.computerworld.com/news/2001/story/0,11280,62972,00.html
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a n d  1 9 7 9 ,  i t  b e c a m e  e n o u g h  o f  a  b u s i n e s s  t o  b e  i n t e r e s t i n g .  "と応えて、1 9 7 7年以降のパソコ

ン市場の急速な発展を市場参入の第一の理由に挙げている。  

3 7  相田洋・大墻敦 ( 1 9 9 6 )『新・電子立国  第1巻  ソフトウェア帝国の誕生』N HK出版 , p . 2 4 3  

3 8  La t o n  M c Ca r t n e y, " W h i t e  P a p e r :  Te a c h i n g  t h e  E l e p h a n t  t o  Ta p  Da n c e  - -  T h e  S t o r y  Be h i n d  

Th e  I BM  P C" , El e c t ro n i c  En g i n e e r i n g  Ti me s , 1 9 9 7年11月1 7日号

( h t t p : / / e e t i m e s . c o m / wh i t e p a p e r / p a p e r 3 / p a p e r 3 b . h t m l )、および、Da v i d  A .  

F l e t c h e r, h t t p : / / o u r wo r l d . c o m p u s e r v e . c o m / h o m e p a g e s / d a v i d _ f l e t c h e r 1 / F l e t c h e r / Ar t i c l e . h t m 。

また相田洋・大墻敦 ( 1 9 9 6 )『新・電子立国  第1巻  ソフトウェア帝国の誕生』N HK出版 , p . 2 4 8の中で

も、Lo weがインタビューに答えて「大型コンピュータのために開発された I BMの技術は、コストが高く、

複雑で柔軟性に乏しかったために、市場に合わせてすぐに改良したり、価格を下げたりするのが難しか

った」と述べている。  

3 9  D . Bu n n e l l ( 1 9 8 2 ) , " Bo c a  Di a r y :  A p r i l - M a y  1 9 8 2 " , PC M a g a z i n e , 1 9 8 2年4月1日号

( h t t p : / / w ww. p c m a g . c o m / a r t i c l e 2 / 0 , 4 1 4 9 , 2 6 4 4 4 4 , 0 0 . a s p再録 )  

4 0  相田洋・大墻敦 ( 1 9 9 6 )『新・電子立国  第1巻  ソフトウェア帝国の誕生』N HK出版 , p . 2 4 9 - 2 5 0  

4 1  Vi s i Ca l cの人気により、Ap p l e I Iが売れたことから、「T RS - 8 0や発売が予想されていた IBM  P Cなど

他のパソコンへの移植防止のために、1 0 0万ドル相当のAp p l e株の譲渡でVi s i Ca l cを買い取る」という

話が進行したが、当時のA p p l e会長のM a r k u l aが高すぎるとして反対したことにより、買い取りは実現

しなかった（R. X. Cr i n g e l y ( 1 9 9 2 ) , A c c i d e n t a l  E mp i re s ,  Ad d i s o n - We s l e y, p . 7 2 [薮暁彦訳 ( 1 9 9 3 )

『コンピュータ帝国の興亡』上巻 ,アスキー出版局 , p . 11 9 ]。そうした結果として、Vi s i C a l cは IBM  P Cな

ど他のパソコンに移植されることとなった。  

4 2  Ro b e r t  X .  C r i n g e l y ( 2 0 0 1 ) " Bi l l  t o  L i n u s :  Yo u  Ow e  M e " ,  

h t t p : / / w ww. p b s . o r g / c r i n g e l y / p u l p i t / p u l p i t 2 0 0 111 2 2 . h t m lに紹介されている、 J a c k  S a m s [ 1 9 8 0

年に I BMを代表してM i c r o s o f tやD e g i t a l  Re s e a r c hを訪問し、 I BM  P Cに関する秘密保持契約の締

結などの交渉に当たった人物 ]の証言によれば、オープン・アーキテクチュア戦略を採用したとしても、

B IO Sの著作権による法的保護を含む以下の４点によってパソコン市場におけるＩＢＭの優位を守ること

ができると考えていた、ということである。  

1 . By  b e i n g  t h e  l o we s t  c o s t  p r o d u c e r  o f  t h e  c o r e  s y s t e m  

（中核システムに関して最も低価格の製造者であること）  

2 . By  a s s e r t i n g  c o p y r i g h t  p r o t e c t i o n  f o r  t h e  b i o s  c h i p ( s ) .  

（B I OSチップの著作権保護を主張すること）  

3 . By  q u i c k l y  o f f e r i n g  a  s e r i e s  o f  c h e a p e r,  f a s t e r,  b e t t e r  u p wa r d  c o m p a t i b l e  s y s t e m s  

a n d  u p g r a d e s .  

（より低価格で、より速くて、より優れた上位互換性を持ったシステムおよびアップグレード製品

を連続的に素早く提供すること）  

4 .  By  s t a y i n g  o u t  o f  t h e  P C  s o f t wa r e  d e v e l o p m e n t  b u s i n e s s .  

（パソコン用ソフトウェアの開発事業に参入しないこと）  

4 3  I BM  P C発表時（1 9 8 1年 8月1 2日）のプレスリリース ( h t t p : / / w ww -

1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / d o c u m e n t s / p d f / p c p r e s s . p d fに再録 )の記述に基づく。  

4 4  『TH E C OM P UTE R』 1 9 8 8年1 0月号 ,ソフトバンク社 , p . 2 1、h t t / w ww. A p p l e - h i s t o r y. c o m / a I I . h t m l  、

h t t p : / / w ww. Ap p l e - h i s t o r y. c o m / a I I I . h t m lの記述に基づく。ただしA p p l e I Iは、発売当初はF D Dを

サポートできていなかった。1 9 7 8年はじめになってF D Dが利用になった。  またh t t p : / / ww w. A p p l e -

h i s t o r y. c o m / a I I p l u s . h t m l  によれば、  1 9 7 9年 6月にはRAMを4 8 K Bに、R OMを1 2 K Bに増設した

Ap p l e I I＋が小売価格$ 1 , 1 9 5（F D Dはオプション）で発売されている。なお

h t t p : / / w ww. Ap p l e % 2 d h i s t o r y. c o m / q u i c k g a l l e r y. h t m l ? wh e r e =a I I I . h t m l  によれば、  Ap p l e I I Iの

価格は、最低価格$ 4 . 3 4 0～最高価格$ 7 , 8 0 0となっている。初期のAp p l e I I Iは多くの問題があったた

め、1 9 8 1年半ばには 2 5 6 K BのR AMで$ 3 , 4 9 5の r e v i s e d  m o d e lが出荷されている。  

Ap p l e I I Iでは、Ap p l e I Iのソフトをエミュレーションで動かした。しかし

h t t p : / / A p p l e 2 h i s t o r y. o rg / m u s e u m / a r t i c l e s / b y t e 8 5 0 1 / b y t e 8 5 0 1 . h t m lや

h t t p : / / a s c i i 2 4 . c o m / n e ws / c o l u m n s / 1 0 1 0 1 / a r t i c l e / 1 9 9 8 / 0 2 / 2 1 / 6 2 0 6 0 7 - 0 0 0 . h t m lにおける

http://eetimes.com/whitepaper/paper3/paper3b.html
http://eetimes.com/whitepaper/paper3/paper3b.html
http://eetimes.com/whitepaper/paper3/paper3b.html
http://ourworld.compuserve.com/homepages/david_fletcher1/Fletcher/Article.htm
http://www.pcmag.com/article2/0,4149,264444,00.asp
http://www-1.ibm.com/ibm/history/documents/pdf/pcpress.pdf
http://www-1.ibm.com/ibm/history/documents/pdf/pcpress.pdf
http://www.apple-history.com/aII.html
http://www.apple-history.com/aIII.html
http://www.apple-history.com/aIIplus.html
http://www.apple-history.com/aIIplus.html
http://apple2history.org/museum/articles/byte8501/byte8501.html
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Wo z n i a kの証言によれば、技術的には可能であったにも関わらず、Ap p l eによるAp p l e I IとA p p l e I I Iと

の間の " m a r k e t  s e p a r a t i o n s "というマーケティング部門の意向の結果として、そのエミュレーション機

能は極めて限定されたものにされ、実際にはエミュレーション・モードでも、Ap p l e I I用のほとんどのビ

ジネス・ソフトを動かすことができなかった。またWo z n i a kは、「A p p l e  I I Iにはスイッチがあって、それを

使うとA p p l e I Iとしてブートすることもできた。つまり2種類のコンピュータとして使うことができたんだ。で

も、僕らのエンジニアリング部門は、マーケティング部門から、そのAp p l e  I Iの機能を制限するように言

われた。A p p l e  I Iが1 2 8 K Bの拡張メモリや、8 0桁のスクリーンにアクセスできないようにしろというわけ

だ。しかもそうするには余分なチップが必要だった。まったくバカげているだろう？チップを増やして、

機能を減らすんだからね。彼らは、Ap p l e I Iには機能の制約があると思わせておきたか  

ったんだ。」とも語っている。  

パソコン産業では以前の製品との互換性や低価格という要因が重要であるにも関わらず、A p p l e I I I

はそれらの要因を無視した製品だったのである。実際、Ap p l e I Iとの互換性の低さや価格の高さのため

などから、Ap p l e I I Iはあまり売れなかった。そのため、1 9 8 3年後半には価格を $ 2 9 9 5に下げたAp p l e  

I I Ip l u sが売り出されている。  

4 5  S . T.  M c Cl e l l a n ( 1 9 8 4 ) , T h e  c o mi n g  Co mp u t e r  I n d u s t r y  S h a k e o u t ,  J o h n  Wi l e y  & S o n s ,  p . 2 1 6

［旭化成2 0 0 1年  

プロジェクト訳 ( 1 9 8 5 )『コンピュータ産業の大波乱』講談社 , p . 3 1 7 ］の記述による。なお、  L .  J .  

GO F F ( 1 9 9 9 ) , " Te c h n o l o g y  F l a s h b a c k  - -  1 9 8 2 :  Th e  R i s e  o f  S u n  "

（h t t p : / / www. c o m p u t e r wo r l d . c o m / n e ws / 1 9 9 9 / s t o r y / 0 , 11 2 8 0 , 4 2 7 7 6 , 0 0 . h t m ）では、「 I BMは、

1 9 8 2年 4月までに、すなわち、 I BM  P Cの発表からたったの8ヶ月間で約 5万台を販売し、1 9 8 2年7月ま

でには2 0万台を出荷するまでになった」と記載されている。  

4 6  P. M . Le g h a r t ( 1 9 9 0 ) , I BM ’s  P C S t r a t e g i e s  f o r  t h e  1 9 9 0 s , Co m p u t e r  Te c h n o l o g y  Re s e a r c h  

Co r p . , p . 1 3  

4 7  J . Ch p o s k y  a n d  T. Le o n s i s  ( 1 9 8 8 ) ,  Bl u e  M a g i c :  T h e  Pe o p l e ,  Po we r  &  P o l i t i c s  B e h i n d  t h e  

I BM  PC , F a c t s  o n  F i l e  P u b l i c a t i o n s , p . 2 0 ［近藤純夫訳 ( 1 9 8 9 ) 『ブルーマジックー』経済界 , p p . 4 8 -

4 9］。  

4 8例えば、R. X. Cr i n g e l y ( 1 9 9 2 ) , Ac c i d e n t a l  Em p i re s ,  Ad d i s o n - We s l e y, p . 1 3 0 [薮暁彦訳 ( 1 9 9 3 ) 『コ

ンピュータ帝国の興亡』上巻 ,アスキー出版局 , p . 2 0 8 ]では、「G a t e sによれば、 I BM側が説明してくれ

たコンピュータのデザインは、すでに市場に数多く出回っているものと大差のないC P／Mが走る８ビット

のコンピュータだった。そこでG a t e sは IBMの一団に、発売されたばかりの1 6ビットプロセッサを使うよう

強く薦めたのだ。」と記述されている。  

4 9  “ Ch o o s i n g  t h e  8 0 8 6 ” ,  F ro m t h e  Arc h i v e s :  B i l l  

Ga t e s , h t t p : / / www. p c m a g . c o m / a r t i c l e 2 / 0 , 1 7 5 9 , 11 6 9 5 8 4 , 0 0 . a s p , PC M a g a z i n e , 1 9 9 7年3月2 5日

号掲載記事の採録 )  

5 0  h t t p : / / w ww - 1 . i b m . c o m / i b m / h i s t o r y / d o c u m e n t s / p d f / p c p r e s s . p d f  

5 1  Da v i d  J .  B r a d l e y, " T HE CR EAT IO N OF  TH E IBM  P C" , B Y T E , S E P TM BE R 1 9 9 0 , p . 4 1 6  
5 2  Da v i d  Bu n n e l , ” Th e  M a n  Be h i n d  Th e  M a c h i n e ? “ , P C M a g a z i n e , 1 9 8 2年 2月1日号（Da v i d  

Bu n n e l , ” T h e  Im p o r t a n c e  o f  1 6 - b i t s ” , h t t p : / / w ww. p c m a g . c o m / a r t i c l e 2 / 0 , 4 1 4 9 , 4 8 5 9 , 0 0 . a s p ）  

5 3  Ti m  J a c k s o n ( 1 9 9 7 )  ,  I n s i d e  I n t e l  ,  D i a n e  P l u m e  Bo o k , p . 1 9 2 [渡辺了介・弓削徹訳 ( 1 9 9 7 )『イン

サイド・インテル』上巻 ,翔泳社 , p . 3 0 9 ]  

5 4  萩原吉宗・岩崎一彦・西野秀樹・畑田稔「高性能マイクロプロセッサの技術動向」『情報処理』

Vo l . 2 5 , N o . 1 ( 1 9 8 4年１月号 ) , p . 2 2に、8 0 8 6 , Z8 0 0 0 , 6 8 0 0 0という３つの１６ビットCP Uに関する命令の

実行時間の相対比較表がある。その表によれば、 8 0 8 6と 6 8 0 0 0に関して比較可能な1 6項目中で 8 0 8 6

の方が優れているのは、２項目だけであり、後の 1 4項目は6 8 0 0 0の方が優れている。  

5 5  T. P a t e r s o n ( 1 9 8 3 ) , ” An  I n s i d e  Lo o k  a t  M S - DO S  - - -  Th e  d e s i g n  d e c i s i o n s  b e h i n d  t h e   

p o p u l a r  o p e r a t i n g  s y s t e m ” ,  B y t e , 1 9 8 3年6月号

( h t t p : / / w ww. p a t e r s o n t e c h . c o m / D o s / B y t e / In s i d e Do s . h t mに再録 )。P a t e r s o nは、その回想記にお

いて、「M S - DO Sに関する最も重要な設計要件はCP/ M - 8 0との t r a n s l a t i o n  c o m p a t i b i l i t yの確保

であった。 t r a n s l a t i o n  c o m p a t i b i l i t yとは、8 0 8 0やそれと互換のZ8 0といったC P Uに対するCP / Mの

http://www.computerworld.com/news/1999/story/0,11280,42776,00.html
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プログラムをインテルが公表している規則にしたがって 8 0 8 6用に「翻訳」しさえすれば、その「翻訳」し

たプログラムがM S - DO Sの下できちんと実行できる、ということである。（ Th e  p r i m a r y  d e s i g n  

r e q u i r e m e n t  o f  M S - DO S  w a s  C P / M - 8 0  t r a n s l a t i o n  c o m p a t i b i l i t y,  m e a n i n g  t h a t ,  i f  a n  8 0 8 0  

o r  Z8 0  p r o g r a m  f o r  C P / M  we r e  t r a n s l a t e d  f o r  t h e  8 0 8 6  a c c o r d i n g  t o  I n t e l ' s  p u b l i s h e d  

r u l e s ,  t h a t  p r o g r a m  wo u l d  e x e c u t e  p r o p e r l y  u n d e r  M S - D OS .） 」と書いている。そしてさらに続け

て「このようにCP/ M - 8 0  との t r a n s l a t i o n  c o m p a t i b i l i t yの確保がM S - DO Sの設計要件

( re q u i re m e n t )とされていたことは、インテルの 8 0 8 6というCPU上で動くソフトウェアの急速な開発を

促進することに役立った。シアトル・コンピュータ社が関心を抱いていたのは当然のことながらそうした

ことであった。 ( M a k i n g  CP / M - 8 0  t r a n s l a t i o n  c o m p a t i b i l i t y  a  r e q u i r e m e n t  s e r v e d  t o  p r o m o t e  

r a p i d  d e v e l o p m e n t  o f  8 0 8 6  s o f t w a r e ,  w h i c h ,  n a t u r a l l y,  S e a t t l e  Co m p u t e r  wa s  i n t e r e s t e d  

i n . )」とも述べている。  

ただし当然のことながら、「成功は部分的であった。CP / M - 8 0用の自社のプログラムを 8 0 8 6用に「翻

訳」することを選択したソフトウェア開発会社は、一回の翻訳作業だけでプログラムをM S - DO S上で動

かすことは実際にはしばしばできなかったのである。そのためシM S - D OS発売初期の頃、アトル・コン

ピュータ社がM S - D OS上へのプログラムの移植を依頼したソフトウェア開発会社の多くは、自社のプロ

グラムのM S - D OS上への移植に取り合わなかった。 I BM  P Cの発売が公表されるまで、これらのソフト

ウェア開発会社は8 0 8 6や8 0 8 8といったC P Uを用いたコンピュータのO SはC P / M - 8 6になるであろうと

考えていた（T h e r e  wa s  p a r t i a l  s u c c e s s :  t h o s e  s o f t w a r e  d e v e l o p e r s  wh o  c h o s e  t o  t r a n s l a t e  

t h e i r  C P / M - 8 0  p r o g r a m s  f o u n d  t h a t  t h e y  d i d  i n d e e d  r u n  u n d e r  M S - D OS ,  o f t e n  o n  t h e  f i r s t  

t r y.  Un f o r t u n a t e l y,  m a n y  o f  t h e  s o f t wa r e  d e v e l o p e r s  S e a t t l e  Co m p u t e r  t a l k e d  t o  i n  t h e  

e a r l i e r  d a y s  p r e f e r r e d  t o  s i m p l y  i g n o r e  M S - D OS .  Un t i l  t h e  I BM  P e r s o n a l  Co m p u t e r  wa s  

a n n o u n c e d ,  t h e s e  d e v e l o p e r s  f e l t  t h a t  CP / M - 8 6  w o u l d  b e  t h e  o p e r a t i n g  s y s t e m  o f  

8 0 8 6 / 8 0 8 8  c o m p u t e r s . ” ） 」ということも事実である。  

5 6   (株 )ピーデーの川俣  晶氏のご教示によれば、AP Iに関して、「M S - D OSの i n t  2 1 hとCP / M - 8 6の

BD OS  CA LLを比較すると、M S - D OSの i n t  2 1 h (の若い番号 )の方が8 b i tのC P / Mとそっくりなのが分

かります。これにより、M S - D OS上でCP / Mのエミュレータを作成するときに、BD OS  C ALLをほとんど

そのまま i n t  2 1 hに流すだけで出来てしまい、移植作業がその分だけ楽にできたという記憶がありま

す。」とのことである。  

5 7  D. Ba y n e ( 2 0 0 2 ) , ” M i c r o s o f t  - - -  U n d e s e r v i n g  o f  L i b e r t a r i a n   P r a i s e ” ,  

h t t p : / / w ww. k u r o 5 h i n . o rg / s t o r y / 2 0 0 2 / 8 / 2 0 / 11 0 3 4 / 3 9 0 8 （あるいは  

h t t p : / / h o m e p a g e s . i h u g . c o . n z / ~ d h b a y n e / a r t i c l e s / m s . h t m l ）による。  

5 8  下川和男「Bi l l  Ga t e sに囲まれて (前編 )  - - - -  Wi n d o w s  He a r t Be a t  # 1 0 」 『月刊Wi n d o ws  Wo r l d』

（発行： ID G社）1 9 9 4年5月号、h t t p : / / w ww. e s t . c o . j p / k s / b i l l g / 1 0 _ G AT ES . h t m  

 この点に関してL e v e n  An t o vも、L. A n t o v ( 1 9 9 6 ) , ” Hi s t o r y  o f  M S - D OS ” ,  

h t t p : / / w ww. m a x f r a m e . c o m / H I S ZM S D. HTMにおいて” m a n y  s o f t w a r e  d e v e l o p e r s  f o u n d  i t  

e a s i e r  t o  p o r t  e x i s t i n g  C P / M  s o f t wa r e  t o  D OS  t h a n  t o  t h e  n e w v e r s i o n  o f  C P / M （多くのソフト

ウェア開発者たちは、C P / M上で動いている既存のソフトウェアを新しいバージョンのC P / Mに移植する

よりもM S - DO Sに移植する方がより簡単であることを見いだした。） ”としている。  

5 9  J . Ba t t e y ( 2 0 0 1 )  " B i g  B l u e  b i r t h d a y :  I BM  P C t u r n s  

2 0 " , h t t p : / / ww w. c n n . c o m / 2 0 0 1 / T EC H/ p t e c h / 0 8 / 1 0 / I BM . o p e n . a r c h . i d g /  

6 0  Da v i d  J .  B r a d l e y, " T HE CR EAT IO N OF  TH E IBM  P C" , B Y T E , S E P TM BE R 1 9 9 0 , p . 4 1 8  
6 1  J o n  Ti t u s , " W h e n c e  c a m e  t h e  I BM  P C? " , Te s t  &  M e a s u re me n t  Wo r l d ,  2 0 0 1年 9月1 5日号

( h t t p : / / w ww. e - i n s i t e . n e t / t m wo r l d / i n d e x . a s p ? l a y o u t =a r t i c l e &a r t i c l e i d =C A1 8 7 3 5 0再録 )  

6 2  Ti m  J a c k s o n ( 1 9 9 7 )  ,  I n s i d e  I n t e l  ,  D i a n e  P l u m e  Bo o k , p . 1 9 5 [渡辺了介・弓削徹訳 ( 1 9 9 7 )『イン

サイド・インテル』上巻 ,翔泳社 , p p . 3 1 4 - 3 1 5 ]  

6 3  ゴードン・ムーア  述、玉置直司取材・構成『 In t e lとともに  :  ゴードン・ムーア私の半導体人生』日本経

済新聞社、1 9 9 5年、p . 9 8 , 『日本経済新聞』 1 9 9 5年2月1 9日朝刊でも同趣旨のことを述べている。  

6 4  C . H . F e rg u s o n  a n d  C . R . M o r r i s ( 1 9 9 3 ) ,  Co mp u t e r  Wa r s ,  Ti m e s  Bo o k s , p . 2 5 [藪暁彦訳 ( 1 9 9 3 )

『コンピューター・ウォーズ、２１世紀の覇者』同文書院インターナショナル , p . 4 1 ]  

http://www.cnn.com/2001/TECH/ptech/08/10/IBM.open.arch.idg/
http://www.e-insite.net/tmworld/index.asp?layout=article&articleid=CA187350
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6 5  R. S . Cr i n g e l yも同様の見解である。R. S . Cr i n g e l yは、「旧式の周辺チップを使えることもあって、

8 0 8 8はほかのプロセッサーより安価だった。そして In t e lは意図的に、8 0 8 6より安い価格を設定してい

たのである。だが I BMが採用を決定するうえで、価格は重要なポイントではなかった。」

［R. X. Cr i n g e l y ( 1 9 9 2 ) , Ac c i d e n t a l  E mp i re s ,  Ad d i s o n - We s l e y, p . 1 3 1 [薮暁彦訳 ( 1 9 9 3 )『コンピュ

ータ帝国の興亡』上巻 ,アスキー出版局 , p p . 2 0 9 - 2 1 0 ]としている。  

6 6  J . Ch p o s k y  a n d  T. Le o n s i s  ( 1 9 8 8 ) ,  Bl u e  M a g i c :  T h e  Pe o p l e ,  Po we r  &  P o l i t i c s  B e h i n d  t h e  

I BM  PC , F a c t s  o n  F i l e  P u b l i c a t i o n s , p . 2 4 ［近藤純夫訳 ( 1 9 8 9 ) 『ブルーマジックー』経済界 , p . 5 5］。  

 

＜URLアドレスに関する注記＞  

注の中に掲げたU RLアドレスは、すべて2 0 0 3年１月 3 0日現在のものである。  
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